
この夏 新城の花火を10倍楽しもうこれであなたも花火ツウ!
「住宅耐震診断は もう、おすみですか?」木造住宅耐震対策事業のご案内

国民健康保健税率が変わります

「めざせ明日のまちづくり」12事業が採択されました

みんなでやらまい「マイバックでお買い物」

BOLETIM INFORMATIVO DE SHINSHIRO（ポルトガル語版広報）

ほのか診察室　子どもの予防接種について

�緊急医・カレンダー　�特集　�ニューススポット

�お知らせ　�ほのか診察室　�しみんのトビラ　�心の栞
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23-4321

22-2266

24-1212

35-0022

32-3223

22-2861

34-0021

35-1003

32-1515

36-0002

23-6800

24-4026

24-1777

35-1003

23-7772

35-0811

22-0372

23-8531

24-1661

24-0700

24-1212

22-0372

22-1150

22-2863

今月の人口
平成20年7月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と
   異動事由の集計が一致しない月もあります。

総人口… 51,707人（＋2）

男……… 25,410人 （　0）

女……… 26,297人（＋2）

世帯数…………16,471世帯

緊 急 医

休 日 診 療 所

暮らしのカレンダー 緊急医

出生……28人

死亡……32人

転入……91人

転出……86人

【文】文化会館　　　【青】青年の家　　　【体】市民体育館

【西】西部公民館　　【資】歴史資料館　　【は】はつらつセンター

【観】観来館　　　　【開】作手開発センター

QRコードを利用しますと

携帯電話から緊急医の

情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

☎23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

眼　 科

午前9時30分～午後4時30分

医　 科

午前9時～正午

開 設 日

開 設 場 所

歯　 科

整形外科

皮 膚 科

8月　3日（日）・ 10日（日）

　　15日（金）・17日（日）

　　24日（日）・ 31日（日）

石川整形外科
クリニック
☎24-6500

（平　井）

平日／午後7時～午後11時

5 火 夜

平日／午後7時～午後11時

19 火 夜
☎24-6022

皮フ科
新栄クリニック

（平　井）

診療は医科・歯科ともに外

来のみです。利用されると

きは、必ず「健康保険証」

などをご持参ください。

2

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）
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金
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金
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緊急医（午後7時～午後11時）

森下医院

今泉病院

米田内科

中村医院

ほうらいクリニック

村松内科

荻野医院

ちさと医院

茶臼山厚生病院

内山医院

静巌堂医院

ながしのクリニック

高木内科医院

織田医院

今泉医院

星野病院

森下医院

くまがい医院

緑が丘診療所

あいきょうクリニック

今泉医院

おさだファミリークリニック

宮本病院

西新町内科整形外科外科医院

しんしろフィットクリニック

中根医院

米田内科

内山医院

西新町内科整形外科外科医院

今泉病院

中村医院

アイデア教室【は】
新城納涼花火大会

終戦記念日

サマカン’08

立秋

食品衛生月間（～31日）

アイデア教室【は】

体育室親子無料開放(午後)【青】

( 布里 )

( 栄町 )

（平井）

（的場）

( 大野 )

（東新町）

（長篠）

（杉山）

( 富沢 )

( 平井 )

（副川）

（長篠）

( 栄町 )

(下吉田)

(玖老勢)

( 大野 )

( 布里 )

( 富永 )

(緑が丘)

(大野田)

(玖老勢)

( 本町 )

( 海老 )

(東新町)

( 川路 )

（本町）

（平井）

( 平井 )

(東新町)

( 栄町 )

（的場）

外来のみですので、受診を希望される方は、電話で容態を

事前に連絡してお越しください。

また、緊急医は都合で変わることがあります。

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

8

24

27

金

日

水

夜

昼

夜

さくら眼科
☎22-4100

（上平井）

さくら眼科
☎22-4100

（上平井）

春日眼科
☎24-3222

（杉 山）

　5月23日（水）、庭野地区の豊

川左岸で、新城幼稚園の年中

と年長園児100人がアユの稚

魚を放流しました。

　園児たちは足で浅瀬に入る

と、バケツの中の魚を川へ放

しました。魚が元気に泳ぎだ

す姿に大きな歓声をあげてい

ました。

園児がアユの稚魚放流

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

本のリサイクル会【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

新城薪能【文】新城パラグライダーカップ（～24日）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

防災週間（～9月5日）
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平成20年8月13日（水）

午後7時10分

桜淵公園内

打ち上げ数　約2,000発
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新
城
納
涼
花
火
大
会
は
、
40
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　
遠
く
か
ら
眺
め
る
人
、
桜
淵
公
園
で
頭
上
に
上
が
る
迫
力
を
楽
し
む
人
な

ど
見
る
場
所
は
人
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
今
回
は
皆
さ
ん
に
、
花
火
大
会
を
何
倍
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　「混み合わずにゆったりとしたスペー

スで花火を観賞したい」という方のため

に、豊川右岸（入船側）の桟敷席を今年

は増やします。また左岸（庭野側）グラ

ウンド桟敷席では、300円の食券をサー

ビスします。

右岸桟敷席　2,000円

左岸桟敷席　1,000円

販売所　観光協会

花火真下の右岸桟敷席では、「がら」が

ふってきたり、ナイアガラが間近に見ら

れたりするなど、なかなか体験できない

花火の醍醐味をあじわうことができます。

購入方法

現金と引き換えになりますが、売り切れ

の場合はご容赦ください。

　　観光協会　☎32-0022

　
新
城
の
花
火
大
会
創
設
は
昭
和
26
年
。

当
時
の
状
況
は
、
経
済
が
よ
く
な
っ
て

き
た
こ
と
や
、
地
方
産
業
・
林
業
が
盛

ん
で
財
政
的
な
余
裕
が
生
ま
れ
、
戦
後

も
終
わ
っ
た
と
の
意
識
が
芽
生
え
、
心

が
平
穏
に
な
っ
た
こ
ろ
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
新
し
い
世
界
に
な
る
と
い
う
気
持

ち
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
昭
和
38
年
、
旧
新
城
市
の
観

光
協
会
の
理
事
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
40

年
間
、
新
城
納
涼
花
火
大
会
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　
振
り
返
る
と
、
印
象
的
な
出
来
事
が

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
昭
和
38
年
に
起

き
た
人
身
事
故
で
す
。

　
初
め
て
の
試
み
と
し
て
尺
玉
に
挑
戦

し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
打
ち
上
げ
場

所
は
河
原
、
当
時
は
笠
岩
橋
が
な
く
、

船
で
移
動
。
尺
玉
は
全
部
で
3
発
。
1

発
目
は
問
題
な
く
上
が
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
2
発
目
は
空
へ
上
が
る
こ
と
な

く
地
面
で
破
裂
し
、
数
名
が
負
傷
。
観

客
は
、
後
光
の
差
す
よ
う
な
花
火
だ
と

歓
声
を
あ
げ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
後
、

救
急
車
が
出
動
す
る
事
態
に
な
り
辺
り

は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
打
ち
上
げ
場
所
付

近
に
鶏
舎
が
あ
り
、
鶏
が
卵
を
産
ま
な

く
な
っ
た
り
、
大
会
の
後
か
た
づ
け
の

問
題
な
ど
が
あ
っ
た
り
し
て
、
花
火
大

会
は
中
止
と
な
り
、
昭
和
44
年
に
再
開

さ
れ
る
ま
で
の
5
年
間
は
、
開
催
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昭
和
44
年
、
問
題
と
な
っ
た
鶏
舎
は

既
に
な
く
、
事
故
に
対
す
る
安
全
面
で

の
対
策
強
化
、
後
か
た
づ
け
の
充
実
な

ど
を
図
り
、
再
開
と
な
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
出
来
事
は
、
機
材
を
め

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。

　
平
成
9
年
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
で
花
火

を
下
か
ら
照
ら
す
計
画
が
あ
が
り
、
装

置
を
河
原
に
設
置
し
ま
し
た
。
当
日
は

朝
か
ら
雨
。
予
想
以
上
に
水
か
さ
が
増

え
、
レ
ー
ザ
ー
機
材
は
水
没
し
、
事
後

の
処
理
が
大
変
で
あ
っ
た
こ
と
が
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
花
火
大
会
、
も
ち
ろ
ん
苦
労
し

た
思
い
出
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
心
待
ち
に
す
る
催
し
と
し
て
定
着

し
て
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
北
設
楽
郡
な
ど
か
ら
の
見
物

人
も
多
い
よ
う
で
す
。
花
火
を
特
集
に

し
た
雑
誌
な
ど
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
観
客
の
多
さ
に
驚
か
さ

れ
ま
す
。

　
桜
淵
公
園
か
ら
夜
空
を
見
上
げ
な
が

ら
花
火
を
楽
し
む
に
は
、
少
し
場
所
が

せ
ま
い
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
が
、
私
た

ち
の
市
の
規
模
で
尺
玉
を
上
げ
る
こ
と

は
、
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
せ
ま
い
渓
谷
の
よ
う
な
地
形
を

生
か
し
た
花
火
は
、
音
が
大
き
く
五
臓

六
腑
に
響
き
渡
り
ま
す
。
そ
れ
が
名
物

と
い
わ
れ
る
花
火
に
な
っ
た
理
由
の
よ

う
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
出
に
な
る
花

火
大
会
が
、
こ
れ
か
ら
も
脈
々
と
続
い

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

昭和38年旧新城市の観光協会理事に就任、40年間にわたり新城納涼花火大会に携わる。

新城の花火は色、形などさまざまな楽しみがありますが、とりわけ、大音響の迫力は

他のところでは、なかなか味わえません。その響きを十分お楽しみください。

関谷精介さん（本町）

ナイアガラ仕掛け

●問 ●申

し か

せ き や 　せ い す け

たずさ

ご
　
こ

う

か

さ

い

わ

ば

し

ご

　
ぞ
う

ろ
っ

ぷ

だ い ご み

さ　 じ き せ き

だ

い

お

ん

き
ょ
う
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江
戸
時
代
、
火
薬
は
戦
い
の
時
強
力

な
武
器
と
な
る
こ
と
か
ら
、
国
内
の
ほ

と
ん
ど
の
土
地
で
火
薬
を
使
っ
た
祭
り

が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
三
河
地
方
は
、
徳
川
家
ゆ
か
り
の
地
。

こ
の
地
で
反
乱
が
起
こ
る
可
能
性
は
少

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

特
別
に
火
薬
を
使
っ
た
行
事
が
許
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　
三
河
地
方
で
は
、
昔
か
ら
花
火
産
業

が
盛
ん
で
、
今
も
古
い
伝
統
を
受
け
継

い
だ
各
種
の
花
火
が
見
ら
れ
ま
す
。

菊上
空
で
花
火
の
玉
が
開
く
と
、
星

が
尾
を
引
き
な
が
ら
四
方
に
飛
び

散
っ
て
菊
模
様
を
描
き
出
す
。

牡
丹

球
形
に
開
く
星
が
尾
を
引
か
な
い

も
の
で
、
光
と
色
の
点
線
で
花
を

咲
か
せ
る
。

椰
子

太
く
長
い
花
弁
が
南
国
の
椰
子
の

葉
の
よ
う
に
開
く
。

冠
菊

光
と
色
の
大
輪
が
夜
空
に
天
蓋
を

広
げ
ゆ
っ
く
り
流
れ
落
ち
る
。

柳夜
空
に
無
数
の
小
花
を
咲
か
せ
る
。

ス
タ
ー
マ
イ
ン

打
ち
上
げ
花
火
が
連
続
し
て
打
ち

上
げ
ら
れ
る
花
火
の
総
芸
術
。

注
意

花
火
は
大
変
危
険
な
も
の
で
す
。

個
人
で
制
作
す
る
こ
と
は
絶
対
に

や
め
て
く
だ
さ
い
。

　
新
城
納
涼
花
火
大
会
で
は
、
思
い
出

花
火
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
誕
生
日
の

お
祝
い
、
結
婚
す
る
カ
ッ
プ
ル
へ
の
お

祝
い
、
還
暦
、
米
寿
な
ど
の
お
祝
い
な

ど
、
大
切
な
思
い
出
を
花
火
に
し
て
心

に
刻
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
５
号
…
…
１
万
円

　
８
号
…
…
３
万
円

　
10
号
…
…
５
万
円

※
10
号
は
一
尺
玉
で
す
。
花
火
大
会
で

　
打
ち
上
げ
る
最
大
の
花
火
で
す
。

　
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
あ
な
た
の
お
名

前
（
愛
称
）
を
掲
載
し
、
花
火
を
打
ち

上
げ
る
際
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ア
ナ
ウ
ン

ス
し
ま
す
。

※
今
年
は
、
6
月
20
日

（金）
で
受
付
を
終

　
了
し
ま
し
た
。

　
東
三
河
と
西
三
河
の
花
火
の
違
い
は
、

西
三
河
で
は
、
花
火
師
が
花
火
を
上
げ

る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
、
東
三
河
は

花
火
師
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
人
も
参

加
し
て
花
火
を
上
げ
る
ケ
ー
ス
が
多
い

よ
う
で
す
。

　
市
内
で
も
各
地
の
町
内
会
な
ど
市
民

の
熱
烈
な
支
援
の
も
と
、
花
火
大
会
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
花
火
大
会
は
、
土
・
日
曜
日
に
開
催

す
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
す
が
、
新
城

市
で
は
毎
年
８
月
13
日
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　
以
前
は
、
花
火
大
会
を
送
り
火
の
意

味
を
込
め
て
８
月
16
日
に
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
ふ
る
さ
と
新
城
へ
帰
省
し
て

い
る
人
に
も
見
て
も
ら
う
た
め
、
ま
た
、

例
年
８
月
16
日
の
天
候
が
恵
ま
れ
な
い

こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
現
在
の
13
日

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
上
げ
た
最
大
の
花
火
は
、

二
尺
玉
（
20
号
）
で
す
。
打
ち
上
げ
場
所

は
、
庭
野
地
内
。
二
尺
玉
ほ
ど
の
大
き

な
花
火
を
上
げ
る
に
は
、
広
い
場
所
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
他
の

花
火
大
会
で
は
海
上
か
ら
船
を
使
っ
て

上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
二
尺
玉
は
、
１
つ
上
げ
る
の
に
60
万

円
も
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、
残
念
な

が
ら
今
で
は
、
二
尺
玉
は
上
げ
て
い
ま

せ
ん
。

打
ち
上
げ
数

　
約
２,
０
０
０
発

来

客

数

　
約
３
６,
０
０
０
人

総

費

用

　
１
千
766
万
４,
０
０
０
円

花
火
委
託
料
（
花
火
を
上
げ
る
費
用
）

　
１
千
590
万
円

市
内
事
業
所
か
ら
の
寄
付

　
１
千
253
万
1
,

5
8
0
円

※
花
火
を
上
げ
る
費
用
の
約

　
８
割
は
、
市
内
業
者
の
寄

　
付
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
寄
付
は
１
万
円
か
ら
多
い

　
と
こ
ろ
で
は
数
十
万
円
、

　
６
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か

　
け
て
、
観
光
協
会
へ
寄
せ

　
ら
れ
ま
す
。

　
（
平
成
19
年
度
実
績
）

皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す

普
通
玉
の
構
造
（
ａ
）
と

構
図
（
ｂ
）

八
重
心
玉
の
構
造
（
ａ
）
と

構
図
（
ｂ
）

花
火
の
種
類

皆
さ
ん
の
出
番
で
す

静けさの中に花火の音が響きます。
吉祥山から（穴場かもしれません）

市街地の夜景もあなたのもの。国道301号から
（注）（駐車スペースはほとんどありません）

開いた状態

柳 牡丹

冠菊

菊

昇り龍

椰子

玉の状態 りゅうず
（紐、縄を付ける）

開いた状態玉の状態

やはりここに来ないと大音響はあじわえ
ません。　桜淵公園内（右岸）

スターマイン

花
火
の
し
く
み

玉がわ

玉がわ

親星

親星

引き

割り薬

割り薬

親星

外心星

外心星

内心星 内心星

割り薬
（中心）

伝火薬

導火線

導火線

星

（ａ） （b）

（ａ） （b）

スターマイン

ま

か

な

き

く

だ

い

り

ん

て

ん

が

い

ぼ

た

ん

か
む
ろ
ぎ
く

や
　
　
し

や
な
ぎ
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藤田ともみさん
（長篠区）

高柳みち子さんとご主人
（弁天区）

的場二十日会の皆さん
（的場区）

山内　彬さん
（東京都練馬区）

　
世
の
中
に
花
火
大
会
は
数
あ
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
こ
こ
新
城
の
花
火
が
一
番
！

　
そ
ん
な
花
火
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
方
々
か
ら
、
新
城
の
花
火
大
会
の
楽
し

み
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
見
て
楽
し
む
、
聞
い
て
楽
し
む
、
参
加
し
て
楽
し

む
。
あ
な
た
は
こ
の
夏
、
新
城
納
涼
花
火
大
会
を
、
ど
こ
で
、
誰
と
、
ど
ん
な
風
に
楽

し
み
ま
す
か
。

市民編集委員から一言
　新城の花火の特徴は、「郷土愛」にあるのではないかと思った。規模では大きなまちの花火大会にかなわなくとも、みな異口同
音に「地元の」・「故郷の」花火が一番だと言う。いまや夏の風物詩となった花火は、各地で観光事業の目玉となっているが、市民
による市民のための市民の花火、そんな花火大会があってもいいのではないかと思った。

◇日本自然写真展　　　入場無料
　富士の写真家岡田紅陽とその門下生紅陽会の会員と新城写真クラブ会員による写真展

　日時：8月2日（土）～10日（日）　午前10時～午後5時（月曜休み）

　場所：新城文化会館　展示室

　お問い合わせ：文化課　�23-7655

　
昭
和
の
初
め
の
こ
ろ
、
的
場
の
人
た
ち

の
間
で
、
毎
月
み
ん
な
が
少
し
ず
つ
お
金

を
出
し
合
い
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
必
要

な
人
に
融
通
し
て
、
お
互
い
の
商
売
を
助

け
あ
う
「
頼
母
子
講
」
を
始
め
ま
し
た
。

そ
れ
が
そ
の
後
、
花
見
や
旅
行
な
ど
地
域

の
親
睦
を
深
め
る
会
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

　
納
涼
花
火
大
会
も
毎
年
み
ん
な
が
楽
し

み
に
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
す
。

的
場
は
昔
か
ら
花
火
好
き
が
多
い
の
で
、
花
火
大
会
も
当
初
か
ら
欠

か
さ
ず
見
に
行
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
40
年
代
に
は
、
豊
川
に
和
舟
を

浮
か
べ
て
、
そ
の
上
で
一
杯
や
り
な
が
ら
花
火
を
楽
し
ん
だ
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　
花
火
大
会
も
年
々
盛
大
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
は
景
気
も

良
く
な
い
し
、
こ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
さ
み
し
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
か
つ

て
の
よ
う
に
近
所
や
町
内
で
お
互
い
が
助
け
合
い
、
新
城
の
に
ぎ
わ

い
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
、
近
く
の
神
社
の
お
祭
り
で
手
筒
花
火
が
上
が
る
の
を

見
て
、
「
い
つ
か
私
も
上
げ
て
み
た
い
！
」
と
夢
見
て
ま
し
た
。
４
年

前
、
つ
い
に
そ
の
夢
が
叶
い
ま
し
た
。
も
う
、
そ
こ
か
ら
は
花
火
の
虜

に
。
寝
て
も
覚
め
て
も
頭
か
ら
花
火
の
こ
と
が
離
れ
ず
、
友
だ
ち
か
ら
は

半
分
あ
き
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
と
き
、
知
り
合
い
か
ら
「
新
城
の
花
火
大
会
で
手
筒
花
火
を
上

げ
る
け
ど
や
る
か
？
」
と
誘
わ
れ
、
ま
さ
か
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
い
つ
も

見
て
き
た
地
元
の
花
火
大
会
で
、
「
自
分
が
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ん

て
」
と
、
ビ
ッ
ク
リ
し
た
け
ど
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
当
日
、
対
岸
の
桟

敷
に
い
っ
ぱ
い
の
お
客
さ
ん
の
姿
を
見
て
、
「
こ
れ
は
カ
ッ
コ
イ
イ
と
こ

見
せ
な
い
と
」
と
、
い
つ
も
以
上
の
満
面
の
笑
み
で
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
花
火
と
い
う
と
、
男
の
人
が
や
る
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
と

思
い
ま
す
。
で
も
、
私
の
姿
を
見

て
女
性
で
も
で
き
る
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
、
花
火
を
上
げ

る
女
性
が
も
っ
と
増
え
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。
今
年
の
花
火
大
会
で

も
手
筒
花
火
を
上
げ
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
見
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
今
年
が
主
人
の
七
回
忌
に
あ
た
り
、
娘
た
ち
と
相
談
し
て
、
想

い
出
花
火
を
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
生
前
、
主
人
は
重
い
病
気
を
患
い
両
足
を
失
い
ま
し
た
。
仕
事

で
九
州
か
ら
出
て
き
て
、
病
気
を
患
っ
て
か
ら
は
西
三
河
の
病
院

で
長
く
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
娘
か
ら
新
城
は
空
気
が

き
れ
い
だ
と
薦
め
ら
れ
、
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
弁
天
住
宅
に

入
居
し
た
春
、
さ
く
ら
ま
つ
り
で
花
火
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、

主
人
を
車
椅
子
に
乗
せ
会
場
の
桜
淵
公
園
へ
花
火
を
見
に
行
き
ま

し
た
。
す
る
と
、
主
人
が
大
変
喜
ん
で
く
れ
、
ま
る
で
子
ど
も
の

よ
う
に
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
夏
の
納
涼
花
火
が
楽
し

み
だ
と
話
し
て
い
た
こ
ろ
、
ほ
ど
な
く
病
が
悪
化
し
、
そ
の
ま
ま

帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
主
人
に
花
火
を
見
せ
て
あ
げ
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
が
ず
っ
と
心
残
り
で
し
た
が
、

昨
年
、
想
い
出
花
火
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

主
人
の
供
養
と
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

へ
の
感
謝
を
込
め
て
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
き
っ
と
主
人
も
天
国
か
ら
見
て
、
楽
し

ん
で
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
小
学
生
の
時
に
３
年
間
、

父
の
故
郷
で
あ
っ
た
八
束
穂

に
疎
開
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
以
来
懇
意
に
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
方
か
ら
の

ご
紹
介
で
、
私
の
所
属
す
る

「
紅
陽
会
」
と
「
新
城
写
真

ク
ラ
ブ
」
と
の
合
同
写
真
展

を
、
新
城
で
開
催
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
年
で
13
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
開
催
期
間

が
ち
ょ
う
ど
お
盆
の
こ
ろ
な
の
で
、
毎
年
、
花
火
大
会
を
ク
ラ

ブ
の
仲
間
た
ち
と
と
も
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
新
城
の
花
火
の
魅
力
は
な
ん
と
い
っ
て
も
、
あ
の
音
と
迫
力
。

東
京
に
も
隅
田
川
や
多
摩
川
な
ど
、
全
国
的
に
有
名
な
花
火
大

会
は
あ
り
ま
す
が
、
人
が
多
過
ぎ
て
近
く
ま
で
寄
れ
ず
、
遠
く

か
ら
眺
め
る
だ
け
で
す
。
そ
の
点
、
新
城
の
場
合
は
近
く
で
見

る
こ
と
が
で
き
、
花
火
が
ま
さ
に
頭
上
に
降
り
そ
そ
い
で
く
る

よ
う
に
上
が
り
、
音
は
腹
へ
ズ
シ
ン
と
響
き
渡
り
、
あ
の
迫
力

は
日
本
一
と
言
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
花
火
と
仲
間
と
の
交
流
を
楽
し
み
に
、
夏
の

新
城
を
訪
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
の

こ

う

よ

う

か

い

こ

ん

い

や

つ
か

ほ

や ま う ち 　 あきら

たかやなぎ

ふ じ た

た

の

も

し

　
こ

う

ゆ

う

ず

う

す

す

く

よ

う

わ
ず
ら

と
り
こ

か

な

た

い

が

ん

さ

じ

き



広報しんしろ 2008.8 10

　
あ
す
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
わ
れ

て
い
る
東
海
地
震
（
30
年
以
内
発
生
確

率
87
％
）
、
東
南
海
地
震
（
同
60
％
〜

70
％
程
度
）
な
ど
の
対
策
と
し
て
新
城

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
生
命
、
財

産
を
地
震
か
ら
守
る
た
め
、
次
の
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
、
新
潟
県
中
越
地

震
、
能
登
半
島
地
震
、
昨
年
７
月
の
新

潟
県
中
越
沖
地
震
、
本
年
6
月
に
発
災

し
た
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
を
教
訓
に
、

大
規
模
地
震
に
対
す
る
対
策
の
重
要
性

が
よ
り
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、

６
，

４
３
４
人
の
方
が
亡
く
な
り
、
そ

の
う
ち
約
８
割
の
方
は
自
ら
の
住
宅
の

倒
壊
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

昭
和
56
年
以
前
の
木
造
住
宅
に
大
き
な

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
震
で
大
き
な
被
害
を
出

さ
ず
、
尊
い
命
を
失
わ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
耐
震
診
断
に
よ
り
自
分

の
家
の
耐
震
性
を
知
り
、
耐
震
補
強
を

す
る
な
ど
必
要
な
備
え
を
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
来
た
ら
来
た

と
き
」
で
は
な
く
、
「
備
え
て
安
心
」

の
家
造
り
を
検
討
し
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

木
造
住
宅
耐
震
対
策
事
業
の
ご
案
内

出典：愛知県東海地震・東南海地震等被害予想調査報告書

住
宅
耐
震
診
断
事
業

�
木
造
住
宅
耐
震
診
断
員
派
遣
事
業
　

　
診
断
費
用
無
料

　
　
耐
震
診
断
員
（
愛
知
建
築
士
会
）

　
に
委
託
し
、
ご
自
宅
に
伺
い
無
料
で

　
診
断
を
行
い
ま
す
。
対
象
建
物
は
、

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

　
れ
、
木
造
で
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は

　
伝
統
構
法
で
建
築
さ
れ
た
住
宅
で
あ

　
り
、
就
寝
す
る
部
屋
が
あ
る
こ
と
。

�
耐
震
性
向
上
事
業

　
計
画
作
成
経
費
助
成
　
上
限
10
万
円

　
　
耐
震
診
断
後
、
ス
ム
ー
ズ
に
耐
震

　
改
修
に
移
行
で
き
る
よ
う
必
要
と
な

　
る
建
築
士
に
よ
る
補
強
計
画
設
計
書

　
作
成
費
用
に
対
し
、
10
万
円
を
上
限

　
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

�
耐
震
補
強
事
業

　
補
強
工
事
経
費
助
成
　
上
限
60
万
円

　
　
上
記
の
無
料
耐
震
診
断
を
受
け
た

　
結
果
、
耐
震
評
点
が
0.7
未
満
（
倒
壊

　
す
る
可
能
性
が
高
い
）
と
判
定
さ
れ

　
た
住
宅
を
1.0
以
上
（
一
応
倒
壊
し
な

　
い
）
に
、
0.7
以
上
1.0
未
満
（
倒
壊
す

　
る
可
能
性
が
あ
る
）
と
判
定
さ
れ
た

　
住
宅
を
0.3
以
上
評
点
を
上
げ
る
耐
震

　
補
強
工
事
に
対
し
、
60
万
円
を
上
限

　
と
し
て
助
成
し
ま
す
。
な
お
、
工
事

　
は
各
年
度
２
月
末
ま
で
に
完
了
す
る

　
こ
と
。

新
城
市
勤
労
者
住
宅
融
資
制
度

�
補
強
工
事
経
費
融
資
　
上
限
500
万
円

　
　
勤
労
者
が
居
住
す
る
住
宅
で
、
市

　
の
耐
震
補
強
事
業
助
成
を
受
け
補
強

　
工
事
を
さ
れ
る
方
に
対
し
て
の
融
資

　
制
度
で
す
。
融
資
限
度
額
は
500
万
円

　
で
、
15
年
以
内
の
返
済
期
限
と
な
っ

　
て
い
ま
す
。
金
利
に
つ
い
て
は
、
住

　
宅
金
融
支
援
機
構
の
住
宅
融
資
フ
ラ

　
ッ
ト
35
の
各
金
融
機
関
が
定
め
る
貸

　
付
実
行
時
の
金
利
と
な
り
ま
す
。

（　）内の地震発生確率は、地震調査研究推進本部が平成20年に公表したものです。

東海地震　　　東南海地震　　東海・東南海地震

人的被害
（人）�

建物被害
（棟）

死者

負傷者�

計

全壊

半壊

計

50

300

350

150

810

960

30

80

110

50

430

480

280

1,260

1,540

―

―

―
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耐
震
改
修
促
進
税
制

�
所
得
税
額
の
特
別
控
除

　
耐
震
改
修
費
の
10
％
相
当
　
上
限
20
万
円

　
　
耐
震
補
強
工
事
を
12
月
31
日
ま
で

　
に
行
っ
た
場
合
、
耐
震
改
修
費
の
10

　
％
に
相
当
す
る
額
（
上
限
20
万
円
）

　
が
確
定
申
告
で
控
除
さ
れ
ま
す
。
申

　
告
時
期
、
方
法
は
、
税
務
署
に
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。

�
固
定
資
産
税
額
の
減
額
措
置

　
一
定
期
間
減
額

　
　
耐
震
補
強
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

　
固
定
資
産
税
額
（
１
戸
あ
た
り
120
平

　
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
に
限
る
）

　
を
申
請
で
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　
す
。
た
だ
し
、
耐
震
改
修
が
完
了
し

　
た
後
、
３
カ
月
以
内
に
申
請
す
る
こ

　
と
が
必
要
で
す
。

　
①
平
成
21
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に

　
　
耐
震
改
修
が
完
了
し
た
場
合
、
翌

　
　
年
度
か
ら
３
年
分
の
固
定
資
産
税

　
　
額
を
２
分
の
１
に
減
額

　
②
平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
24

　
　
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
耐
震
改

　
　
修
が
完
了
し
た
場
合
、
翌
年
度
か

　
　
ら
２
年
分
の
固
定
資
産
税
額
を
２

　
　
分
の
１
に
減
額

　
③
平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
27

　
　
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
耐
震
改

　
　
修
が
完
了
し
た
場
合
、
翌
年
度
か

　
　
ら
１
年
分
の
固
定
資
産
税
額
を
２

　
　
分
の
１
に
減
額

耐
震
相
談

�
無
料
住
宅
耐
震
相
談
開
設

　
相
談
料
　
無
料

　
　
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日
に
都
市
計

　
画
課
、
第
２
土
曜
日
に
鳳
来
総
合
支

　
所
、
奇
数
月
第
４
土
曜
日
に
作
手
総

　
合
支
所
で
実
施
。
午
前
９
時
〜
正
午

　
ま
で
１
日
２
件
愛
知
建
築
士
会
の
建

　
築
士
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相

　
談
に
は
、
建
築
時
期
、
構
造
は
問
い

　
ま
せ
ん
が
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必

　
要
で
す
。

※
い
ず
れ
の
助
成
金
も
、
本
庁
都
市
計

　
画
課
・
鳳
来
総
合
支
所
経
済
建
設
課
・

　
作
手
総
合
支
所
地
域
整
備
課
へ
事
前

　
に
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、

　
審
査
の
う
え
合
格
し
た
も
の
だ
け
に

　
交
付
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
都
市
計
画
課

　
　
☎
23
‐
７
６
4
0

　
　
経
済
建
設
課

　
　
☎
32
‐
１
９
７
７

 
　
地
域
整
備
課

 
　
☎
37
‐
２
２
9
7

点
検
商
法
に
注
意
を
！

　
無
料
診
断
・
点
検
を
口
実
に
訪
問
し
、

高
額
な
代
金
の
請
求
や
契
約
を
結
ば
せ

る
販
売
方
法
を
「
点
検
商
法
」
と
言
い

ま
す
。
市
の
派
遣
す
る
診
断
員
が
飛
び

込
み
で
診
断
や
改
修
工
事
を
勧
誘
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
訪
問
に
よ
る
改

修
工
事
の
勧
誘
は
、
訪
問
販
売
法
の
適

用
が
あ
る
の
で
、
契
約
後
８
日
以
内
な

ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
、
契
約

書
面
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
記
載
が

な
い
場
合
は
、
８
日
を
過
ぎ
て
い
て
も

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、

信
頼
で
き
る
地
元
の
建
築
士
、
工
務
店

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
工
事
に

あ
た
っ
て
は
書
面
に
よ
り
契
約
を
交
わ

し
ま
し
ょ
う
。

木
造
住
宅
耐
震
事
業
促
進

ロ
ー
ラ
ー
作
戦
実
施
の
お
知
ら
せ

　
市
の
住
宅
耐
震
事
業
の
進
捗
状
況
は
、

平
成
19
年
度
末
で
耐
震
診
断
実
施
棟
数

は
980
棟
、
そ
の
内
842
棟
が
補
強
を
必
要

と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
耐
震
改
修

は
23
棟
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
東
海
・
東
南
海
地
震
で

大
き
な
被
害
が
予
測
さ
れ
る
旧
基
準
木

造
住
宅
が
約
７
，

６
０
０
棟
あ
る
こ
と

か
ら
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
新
城
市
で
は
地
震
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
木
造
住

宅
の
耐
震
化
促
進
を
図
る
た
め
、
対
象

地
区
を
設
定
し
て
職
員
が
対
象
者
宅
を

訪
問
し
、
事
業
の
説
明
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
い
ま
す
。

対
象

　
新
城
中
町
地
区
、
鳳
来
川
合
地
区
、

　
作
手
守
義
・
菅
沼
・
木
和
田
・
善
夫

　
地
区

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
木
造
居

　
宅
を
所
有
さ
れ
る
方

期
間

　
８
月
１
日

（金）
〜
12
日

（火）

時
間

　
午
前
９
時
30
分
ご
ろ
〜
午
後
８
時
ご
ろ

訪
問
者

　
都
市
計
画
課
職
員

　
　
な
お
、
職
員
が
訪
問
し
た
と
き
、

　
そ
の
場
で
代
金
の
支
払
い
を
求
め
る

　
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■本
●問

■鳳■作

く

つ

く

で

　
も

り

よ

し

す

が

ぬ

ま

き

　

わ

　

だ

ぜ

ん

ぶ
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■本
●問

■本

税
務
課
　
　
　
☎
23
‐
7
6
1
5

保
険
医
療
課
　
☎
23
‐
7
6
2
5

　
平
成
20
年
度
か
ら
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
が
追
加
さ
れ
、

医
療
分
の
税
率
は
下
が
り
ま

す
。
国
保
は
加
入
者
が
保
険

税
を
出
し
合
い
、
保
険
給
付

費
な
ど
を
賄
う
相
互
扶
助
に

基
づ
く
制
度
で
す
。
加
入
者

の
皆
さ
ん
が
健
康
に
注
意
し
、

自
ら
病
気
予
防
に
努
め
る
と

と
も
に
、
こ
の
制
度
を
次
世

代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
た

め
、
保
険
税
の
改
定
に
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
特
定
世
帯
に
該
当
す
る
場
合
、
新
た
な
軽
減
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た

　
例
え
ば
、
夫
婦
２
人
で
国
保
に
加
入
し
て
い
た
世
帯
に
つ
い
て
、
夫
が
国
保
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
っ
た
結
果
、
国
保
の
加
入
者
が
一
人
と
な
っ
た
場
合
、

妻
の
国
保
税
の
平
等
割
が
、
移
っ
た
月
か
ら
、
そ
の
年
度
中
お
よ
び
そ
の
翌
年
度
か

ら
（
最
高
５
年
間
）
半
額
と
な
り
ま
す
。

平
成
20
年
度
国
民
健
康
保
険
税
納
付
月
数

　
仮
算
定
…
４
月
、６
月
　
本
算
定
…
９
月
、10
月
、11
月
、12
月
、１
月
、２
月
　
合
計
８
回

→ ＝

→ ＝

→ ＝

→ ＝

モデルケースによる負担の変化

新旧税率対比

新旧賦課限度額対比

45歳・42歳夫婦と子ども1人世帯　事業所得300万円　固定資産税 12万5千円

改正前　　　　　　　　　　　改正後

48歳・45歳夫婦と子ども1人世帯　事業所得500万円　固定資産税 20万円

改正前　　　　　　　　　　　改正後

70歳・68歳夫婦のみ　年金収入 100万円　固定資産税 0円（7割軽減）

改正前　　　　　　　　　　　改正後

老人72歳一人暮らし　年金収入 50万円　固定資産税 0円（7割軽減）

改正前　　　　　　　　　　　改正後

改正前保険税年額 改正後保険税年額 負担増減

改正前保険税年額 改正後保険税年額 負担増減

改正前保険税年額 改正後保険税年額 負担増減

改正前保険税年額 改正後保険税年額 負担増減

276,400円 283,600円 7,200円

400,700円 406,000円 5,300円

19,500円 21,600円 2,100円

13,200円 14,400円 1,200円

区　　　　　　分

年　　　　　　度

医 療 分

介 護 分

後期高齢者支援分

合　　　　　　計

区 　 分

年 　 度

医 療 分

介 護 分

後 期 高 齢 者 支 援 分

合 　 計

賦 課 限 度 額

560,000 円

90,000 円

650,000 円

470,000 円

90,000 円

120,000 円

680,000 円

19 20

―

所 得 割 � 　 　 資 産 割 � 　 　 　 　 均 等 割 � 　 　 　 平 等 割

19　　　　　 20 　　　　19　　　　  20 　　　　19 　　　　 20 　　　　19　　　　　 20

4.30％�　 3.30％　　　28.00％　 23.00％�　21,000円　 19,000円　　23,000円　　21,000円

4.95％�　4.85％　　　33.80％　 33.80％�　27,000円　 30,000円　　27,000円　　28,000円

0.65％�　 0.65％　　　5.80％　　 5.80％�　 6,000円　 6,000円　　 4,000円　　 4,000円

0.90％�　　　―　　　　5.00％　　　　―　　　 5,000円　　　 　―　　　　　3,000円　

ま
か
な
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「
め
ざ
せ
明
日
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
」
は
、
住
民
が
自
発
的
か
つ
主
体

的
に
取
り
組
む
地
域
特
性
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
市
民
グ
ル
ー

プ
が
行
う
公
益
に
資
す
る
活
動
を
市

が
資
金
面
で
応
援
す
る
事
業
で
す
。

　
平
成
18
年
度
に
事
業
が
始
ま
り
、

今
年
度
で
3
年
目
と
な
り
ま
す
。
審

査
は
、
新
城
・
鳳
来
・
作
手
地
区
の

各
地
域
審
議
会
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
も
そ
の
審
査
を
経
て
事

業
が
決
ま
り
ま
し
た
。
来
年
3
月
下

旬
に
は
公
開
の
成
果
報
告
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

【
地
域
審
議
会
】
�

　
地
域
審
議
会
の
活
動
は
、
新
市
の

将
来
構
想
と
そ
の
実
現
を
目
指
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
は
じ
め
、

施
策
の
方
向
性
や
財
政
計
画
を
明
ら

か
に
し
た
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

の
進
捗
状
況
や
、
そ
の
変
更
な
ど
、

市
の
施
策
全
般
に
対
し
、
新
城
・
鳳
来
・

作
手
3
地
区
30
人
の
委
員
が
、
住
民

の
立
場
か
ら
市
長
に
提
言
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
審
議
会
で
は
、
今
後
も
「
新

市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
進
捗
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
審
議
・
検
証
し
、

新
市
の
基
本
理
念
の
一
つ
で
あ
る
「
住

民
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

都市住民に対して、農作業・農産物加工体験を指導して、
農村および農業の良さをPRし、農村体験交流事業の
定着を図るための研修会を開催する。

長篠・設楽原決戦祭りに併せグラウンド・ゴルフ大会を
開催し、県内はもとより全国のグラウンド・ゴルフ愛好者
に呼びかけ、新城市を紹介するとともに、生涯スポーツ
の振興と活力ある明るいまちづくりの実現に寄与する。

野田城から設楽原、長篠城を結びつける起爆剤として、
伊那街道をあんどんで照らし、歴史街道として市内外
に宣伝し、伊那街道から歴史の見えるまちづくりをめ
ざす。

地域の子育て家族を対象に、子育てで大切なことを学
び、子育てに対する思いや本音を語り合う場を持つ。
また、地域の子育て支援団体に呼びかけ活動交流・地
域子育て勉強会や講演会を開催し、協力体制をつくる。

出沢区内の景観及び環境の改善・整備を地域住民の
手で進める。鮎滝周辺などを重点地として、空いてい
る土地に花や樹木を植える。

残されている資料を探り、文化財を後代に伝え、歴史
の見えるまちづくりをめざす。地元史跡の周囲の景観
と環境整備を行う。（史跡看板設置と小中学生などを
対象とした郷土歴史の学習会の開催）

親子の文化体験（絵本・観劇会）による学習の機会を
通じて、親子間の交流を深め、少子化による親子の育
児不安の解消・子育ての楽しさを実感するとともに乳
児期の文化を考える。

「四谷千枚田」と「梅の里川売」の両地区を起点として、
海老全域に「花のある散歩道（季節感のある散歩道）」
の整備と景観の向上を図る。

大部川流域の景観整備、長篠城址を中心とした地域づ
くりと史跡活用の調査・研究、ボランティア組織の構築、
ＰＲ活動の推進。

古宮川沿いに「蛍を守る啓発看板」を設置する。ボラ
ンティア（主に小中高生）を募集し、地域住民と共に看
板の製作・設置を行い、地域の歴史文化・自然環境保護・
整備を進める。

スポーツ用自転車の普及を通して環境都市新城市の
声望を高め、まちの活性化に資する。6月下旬に外部
講師を招き、指導会・練習会を開催し、「ツール・ド・新城」
に多くの市民が参加するよう呼びかける。

色々な本の作品を題材として、朗読劇を行い、子ども
と大人が一緒に本の豊かさ・楽しさを味わう。小中高
生を募集し、会員と共に練習会を重ね、朗読劇の発表
会を行う。

愛知県農村生活アドバ
イザー協会　
新城設楽支部新城分会

新城市グラウンド・ゴル
フ協会

笛の盆実行委員会

つばさ共同保育園

出沢区

八名郷土史会

しんしろ子どもネットワ
ーク　はじめの一歩

海老地区委員会

長篠開発委員会

亀山城址・古宮川環境
整備クラブ

つくでMTB

朗読の会「木の葉のペ
ージ」

農村体験交流事業

第１回　長篠・設楽原決
戦グラウンド・ゴルフ交
歓大会

あんどんによるまちづ
くり

「手をつなごう！子育て
の輪」～新城で素敵な
子育てを～

出沢区内の景観・環境
整備を考える会

明治維新後の半原藩の
役割を明らかにする事
業及び史跡看板設置

〈子育て支援事業〉　
乳幼児の文化を考える
会（人形劇と絵本）

花のある散歩道

自然との共生、地域文
化との相乗りによる潤
いのある町づくり

古宮川の蛍を守る啓発
看板作り

みんなでめざせツール・
ド・新城！！
―新城市民自転車スポー
ツ普及教室　練習会―

朗読劇を楽しもう
―ようこそ本の世界へ―

申 請 団 体 名 事 業 の 名 称 主 な 事 業 内 容 補助予定額

1

2

3

4

5

6

7

108,000円

224,000円

209,000円

298,000円

200,000円

300,000円

85,000円

300,000円

300,000円

193,000円

164,000円

90,000円

1

2

1

2

3

平成20年度　新城市めざせ明日のまちづくり事業採択決定一覧

企
　
画
　
課
　
☎
23
‐
7
6
2
0

地
域
振
興
課
　
☎
32
‐
0
5
1
3

地
域
振
興
課
　
☎
37
‐
2
2
5
9

平
成
20
年
度

地区 No

新
　
　
　
　
　
城

鳳
　
　
　
　
　
来

作
　
　
　
　
　
手

地域自治確立のための有望優良なまちづくり活動の支援

問 持

●問
■本■鳳■作
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■本
●問

■本
●問じ

ょ
う
ほ
う
課
　�
23
‐
７
６
２
3

※都合により番組内容を変更する場合があります。

（
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
に
番
組
入
れ
替
え
）

放

送

日
�

　
　
　
あ
の
の
ん
ニ
ュ
ー
ス
（
4
分
）
�

　
　
　つ
く
し
ん
坊
（
2
分
）
　
”ホ

ッ
“と
情
報
（
2
分
）

7
月
30
日
〜
8
月
6
日

8
月
6
日
〜
13
日

8
月
13
日
〜
20
日

8
月
20
日
〜
27
日

8
月
27
日
〜
9
月
3
日

ツ
ー
ル
・
ド
・
新
城

少
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室

夏
休
み
親
子
消
防
防
災
教
室

納
涼
花
火
大
会

盆
行
事

開
成
小
学
校
②

開
成
小
学
校
③

開
成
小
学
校
④

鳳
来
西
小
学
校
①

鳳
来
西
小
学
校
②

生
活
衛
生
課
③

市
民
病
院
①

市
民
病
院
②

市
民
病
院
③

市
民
病
院
④

市
政
番
組
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
亀
姫
」

毎日5回、15分間放送

（内容は、1週間ごとに更新）

①午前8時　②午後1時　③午後4時

④午後7時　⑤午後11時

市
政
番
組
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
で
は
、
地
域
の
出
来
事
、
身
近
な
話
題
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■本
●問

募
集
要
項
・
試
験
申
込
書
の
配
布

　
7
月
22
日

（火）
か
ら

　
人
事
課
（
市
民
体
育
館
２
階
）

　
市
民
課
、
市
民
福
祉
課
（
各
総
合

　
支
所
）

申
込
受
付
期
間
・
受
付
場
所

　
8
月
18
日

（月）
〜
25
日

（月）

　（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

　
人
事
課

１
次
試
験

　
9
月
21
日

（日）

　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

試
験
内
容

　
一
般
教
養
、
作
文
、
適
性
検
査

　
新
城
市
の
友
好
都
市
ノ
イ
ブ

ル
グ
市
で
開
催
さ
れ
る
「
世
界

新
城
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」

の
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
築
い
た
友
好
都
市

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
、

ど
の
よ
う
に
市
民
交
流
に
つ
な

げ
る
か
、
7
都
市
の
市
長
の
意

見
交
換
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
8
月
19
日

（火）

　
午
後
7
時

　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

報
告
者
　
穂
積
亮
次

市
長

し
ん
し
ろ
サ
ミ
ッ
ト
報
告
会
開
催

人
事
課
　
☎
23
‐
7
6
1
9

企
画
課
　
☎
23
‐
7
6
2
0

平
成
21
年
度 

（
平
成
21
年
4
月
1
日
） 

採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

職

　

種

　

な

　

ど

一
般
技
術

（
土
木
･
農
業

　
土
木
）

高

校

卒

高

校

卒

若
干
名

若
干
名

消

防

士

人

員

20
歳
以
下
で
、
農
業
土
木
科
、
農
業
工
学
科
、

土
木
科
な
ど
を
専
攻
し
、
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
の
方

受
験
資
格
（
年
齢
･
学
歴
･
免
許
な
ど
）

※
年
齢
は
平
成
21
年
3
月
末
現
在

20
歳
以
下
で
、
日
本
国
籍
を
有
し
、
高
校
を
卒

業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方

※
視
力
‥
左
右
と
も
に
1.0
以
上
（
矯
正
視
力
可
）

※
聴
力
‥
正
常
な
こ
と

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お

知

ら

せ

ド
イ
ツ
友
好
都
市
会
義

　「
ド
イ
ツ
・
ノ
イ
ブ
ル
グ
市
」

つ

な

●内 ●所●所●所 ●時 ●配

●所 ●時

●時
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情
報
公
開
制
度
は
、
皆
さ
ん
か
ら

の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
市
政
に
関

す
る
情
報
を
原
則
と
し
て
公
開
す
る

こ
と
で
、
市
政
に
対
す
る
理
解
と
信

頼
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。

　
ま
た
、
個
人
情
報
保
護
制
度
は
、

個
人
に
関
す
る
情
報
を
適
正
に
取
り

扱
う
こ
と
で
、
個
人
の
権
利
利
益
を

保
護
し
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
公
正

な
市
政
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
新
城
市
情
報
公
開
条
例

お
よ
び
新
城
市
個
人
情
報
保
護
条
例

に
基
づ
き
、
制
度
の
実
施
状
況
を
年

１
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
平
成

19
年
度
の
請
求
件
数
お
よ
び
開
示
の

状
況
は
下
記
の
と
お
り
で
し
た
。

　
な
お
、
不
服
申
立
て
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

「
新
城
町
御
触
書
留
帳
（
新
城
町
役
場
日
記
）

」

新
城
市
有
形
文
化
財

　
「
新
城
町
御
触
書
留
帳
（
町
役

場
日
記
）
」
は
、
昭
和

37

年
、

旧
新
城
町
役
場
の
土
蔵
で
発
見

さ
れ
、
江
戸
後
期
の
70

年
の
新

城
の
歴
史
を
語
る
唯
一
の
生
き

証
人
で
す
。

　
今
回
刊
行
の
「
新
城
町
御
触

書
留
帳
」
は
、
天
保
15（
1
8
4
4
）

年
か
ら
弘
化
3
（
1
8
4
6
）
年

ま
で
を
解
読
編
集
し
た
も
の
で
す
。

　
新
城
町
御
触
書
留
帳
は
、
公

儀
（
大
目
付
・
奉
行
所
等
）
か

ら
の
御
触
書
を
書
き
留
め
た
控

え
帳
で
す
。
領
主
か
ら
の
御
触
、

町
役
人
か
ら
御
願
上
書
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
年
貢

の
納
め
時
期
の
変
更
、
米
の
値

段
の
通
知
、
畳
職
人
な
ど
の
作

料
値
上
げ
願
い
、
雨
乞
い
行
事
、

祭
礼
能
・
繰
り
芝
居
に
関
す
る

こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
領
主
菅
沼
家
家
臣
の

御
勤
役
の
交
代
、
町
役
場
の
任

免
な
ど
人
事
に
関
わ
る
通
知
、

更
に
は
指
名
手
配
中
の
重
犯
罪

人
の
人
相
書
き
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
事
柄
が
書
き
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
天
保
15
年
に
は
、
『
疱
瘡
』
が

新
城
で
流
行
し
た
事
実
も
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
老
中
水

野
忠
邦
が
行
っ
た
天
保
の
改
革

で
質
素
倹
約
が
奨
励
さ
れ
日
傘

の
使
用
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
夏
場
は
疵
が
痛
む
か

ら
せ
め
て
『
子
ど
も
だ
け
で
も

日
傘
の
使
用
を
お
許
し
賜
り
た
い
』

と
い
う
お
願
い
の
内
容
で
す
。

　
こ
の
新
城
町
御
触
書
留
帳
は

誰
も
が
江
戸
時
代
の
文
化
に
接
し
、

時
代
を
肌
で
感
じ
取
れ
ま
す
。

1
冊
700
円（
限
定
100
部
）

設
楽
原
歴
史
資
料
館
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

設
楽
原
歴
史
資
料
館
　
☎
22
‐
0
6
7
3

●問
本

総
務
課
　
☎
23
‐
7
6
1
1

●問
本

�

発
刊
の
お
知
ら
せ

制 　 　 度 　 　 名 実 施 機 関
開 示 の 状 況

請求件数
全部開示　部分開示� 非開示

情 報 公 開 制 度

個人情報保護制度

市　　　長

教育委員会

消 防 長

全実施機関

4

2

1

1

3

2

0

1

1

0

1

0

0

0

0

0

し

ん

し

ろ

ま

ち

お

ふ

れ

が

き

と

め

ち

ょ

う

ほ

う

そ

う

み

ず

の

た

だ

く

に

き

ず

さ

ら
こ
と

が
ら

た
ま
わ
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　地域活性化を目指す住民有志グループ「すすめ

の学校」が主催する「素顔の田舎暮らし体験」が

黄柳野地区で開催されました。

　都市住民との交流事業に名古屋市などから家族

連れ約50人が訪れ、草刈りや五平もちづくりなど

を体験しました。

　四谷地区のボランティア組織「連谷お助

け隊」が主催する第３回お田植え感謝祭「み

んなで灯そう千枚田」が、四谷の千枚田で

開催されました。

　千枚田の景観道を1,500本のロウソクと

篝火が早苗の田んぼに映え、参加した人た

ちは幽玄の世界を楽しみました。

　この催しに連谷小学校の児童９人は廃油

から作ったロウソク100本を作成。田んぼ

に「龍が天まで昇る」をイメージしてロウ

ソクを置き、灯すとともにエコ推進発表を

行いました。

　また、鳳来中学校の生徒によるこども陣

太鼓が行われ、来場者は感動し見入ってい

ました。

5／30（金）

6／15（日）

6／7（土）

　第23回「全国選抜ゲートボール大会」への出場を

決めた平井地区の「ヒライーズ」（市ゲートボール

協会加盟）が、穂積市長を訪問し、大会での健闘を

誓いました。

　この日訪れたのは、監督・山本美佐子さん、主将・

林直子さん、マネジャー・近藤和子さん、勝美佐子

さん、加藤千代子さん、沢田良子さん、今泉光恵さ

んの7人。

　3月に豊田市で行われた県選抜大会のミドルレデ

ィースクラスで優勝し、6月7日（土）・8日（日）に北海

道北見市で開催の全国大会の切符を手にしました。

や ま も と み さ こ

はやしなお こ

と も

か が り び さ な え

ゆ う げ ん

こ ん ど う か ず こ かつ み さ こ

か とう ち よ こ さ わ だ りょう こ い ま いずみみつ え
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6／11（水）

6／11（水）

6／1（日）

　東郷東小学校6年生の児童50人が、設楽原鉄砲隊

長の菅谷哲也さんを講師に迎え「設楽原鉄砲隊長

さんの話を聞く会」を体育館で行いました。

　本物の火縄銃やよろいかぶとに触れながら、地

元の歴史と戦死者への鎮魂、平和への願いを学び

ました。

　舟着小学校6年生の児童12人が、梅の収

穫をしました。この梅は、市川に住む荒

川肇さんの大梅。

　収穫した梅は「梅干し」にして、児童

たちが持ち帰ったり、来客に振る舞ったり、

舟着地区の敬老会などにも使います。

　
桜
淵
い
こ
い
の
広
場
で
消
防

団
員
が
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
に
16
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
に
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

日
ご
ろ
の
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

１
位

　
千
郷
分
団
第
１
班

　（
片
山
・
徳
定
・
山
・
臼
子
・

　
今
出
平
・
諏
訪
・
杉
山
・
石

　
田
）

２
位

　
八
名
分
団
第
２
班

　
（
富
岡
東
部
・
富
岡
中
部
・

　
富
岡
西
部
）

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

１
位

　
舟
着
分
団
第
１
班

　
（
市
川
・
塩
沢
・
鳥
原
）

２
位

　
東
郷
分
団
第
６
班

　
（
大
海
・
緑
が
丘
）

３
位

　
作
手
北
分
団
第
２
班

　（
黒
瀬
・
西
田
原
・
東
田
原
・

　
岩
波
・
南
中
河
内
・
北
中
河

　
内
）

４
位

　
作
手
北
分
団
第
１
班

　
（
守
義
・
菅
沼
・
善
夫
・
木

　
　
和
田
）

５
位

　
八
名
分
団
第
３
班

　
（
黒
田
・
一
鍬
田
・
八
名
井
・

　
　
東
清
水
野
）

　
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
優
勝

し
た
千
郷
分
団
第
１
班
は
、
７

月
12
日

（土）
、
一
宮
市
で
開
催
さ

れ
る
県
消
防
操
法
大
会
ポ
ン
プ

車
操
法
の
部
へ
出
場
。

す が や て つ や

あ ら

か わ はじめ

ち ん こ ん

ひ
　
ろ
う
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「
日
本
女
性
会
議
2
0
0
8

と
や
ま
」
が
開
催
さ
れ
ま
す

花
火
大
会
写
真
展

　
新
城
納
涼
花
火
大
会
を
始
め
、

三
河
各
地
お
よ
び
静
岡
県
・
遠
州

地
域
の
花
火
大
会
の
写
真
パ
ネ
ル

展
示
で
す
。
選
り
す
ぐ
り
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道

　
入
口
）

　
８
月
１
日

（金）
〜
31
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
休
館
日
　
月
曜
日
お
よ
び
火
曜
日

　
富
士
山
を
愛
し
、
そ
の
撮
影
に

生
涯
を
さ
さ
げ
た
写
真
家
・
岡
田

紅
陽
の
門
下
生
ら
に
よ
る
、
写
真

家
集
団
の
東
京
紅
陽
会
会
員
と
新

城
写
真
ク
ラ
ブ
会
員
の
交
流
自
然

写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
８
月
２
日

（土）
〜
10
日

（日）

　
（
４
日

（月）
は
休
館
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
（
最
終
日
は
午
後
３
時
終
了
）

　
新
城
文
化
会
館
 

展
示
室

　
無
料

観
来
館
8
月
の
展
示

夏
の
特
別
展

第
13
回

日
本
自
然
写
真
展

第
19
回

新
城
薪
能

サ
マ
カ
ン,
08

新
城
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
カ
ッ
プ

地
域
振
興
課

☎
32
‐
0
5
1
3

ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23
‐
7
6
5
3

文
化
課

☎
23
‐
7
6
5
5

市
文
化
協
会

☎
23
‐
7
6
5
6

文
化
課

☎
23
‐
7
6
5
5

じ
ょ
う
ほ
う
課

☎
23
‐
7
6
2
3

jo
h

o
@

c
ity.sh

in
sh

iro
.ig

.jp

「
大
断
層
・
愛
知
の
中
央
構
造
線
」

　
８
月
31
日

（日）
ま
で

　
（
夏
休
み
期
間
中
は
無
休
）

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
　

　
２
階
特
別
展
示
室

　
新
城
市
を
と
お
る
日
本
最
長
の

　
断
層
を
紹
介
。
断
層
沿
い
の
岩

　
石
、
鉱
物
、
化
石
の
実
物
標
本

　
展
示
と
新
城
市
内
で
見
ら
れ
る

　
断
層
露
頭
を
紹
介
。

　
通
常
入
館
料
で
見
学
で
き
ま
す

　
（
大
人
210
円
、
子
ど
も
100
円
）

　
夏
の
青
空
を
彩
る
新
城
パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー
カ
ッ
プ
を
、
今
年
も
開

催
し
ま
す
。

　
８
月
23
日

（土）
、
24
日

（日）

　
午
前
11
時
〜
午
後
4
時

　
ス
タ
ー
ト
　
新
城
ス
カ
イ
パ
ー
ク

※
天
候
に
よ
り
、
中
止
す
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。

　
新
城
ス
カ
イ
パ
ー
ク
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
2

s.b
ig

lo
b

e
.n

e
.jp

/̃
sh

in
sky

/in
d

e
x.h

tm

　
新
城
薪
能
は
、
能
の
ま
ち
「
新

城
」
を
目
指
し
、
流
派
を
問
わ
ず

演
能
さ
れ
る
伝
統
芸
能
「
能
・
狂

言
」
の
公
演
。
夏
の
夜
に
、
今
年

で
19
回
目
を
迎
え
る
薪
の
宴
の
能

「
新
城
薪
能
」
を
お
楽
し
み
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
８
月
23
日

（土）

　
午
後
５
時
30
分
〜
９
時
終
了
予
定

　
新
城
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　
無
料

　
狂
言
　
舎
弟
（
子
供
）

　
　
　
　
瓜
盗
人

　
　
　
　
六
地
蔵

　
能
　
　
黒
塚

　
連
吟
、
仕
舞
ほ
か

　
「
煌
く
人
と
ひ
と
、
連
な
る
峰
々

へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
大
き
な

う
ね
り
に
な
る
よ
う
に
、
ま
た
、

富
山
の
魅
力
を
堪
能
い
た
だ
け
る

よ
う
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ

ま
す
。

 
10
月
17
日

（金）

　
午
後
1
時
30
分
〜
5
時
10
分

　
開
会
式

　
基
調
報
告

　
基
調
講
演
（
広
岡
守
穂
さ
ん
）

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
交
流
会
（
午
後
6
時
）

　
10
月
18
日

（土）

　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
30
分

　
分
科
会
（
13
分
科
会
、
坂
東
眞

地
域
振
興
課

☎
37
‐
2
2
5
9

　
「
忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
も
の
が

あ
る
！
懐
Ｃ
　
故
郷
　
つ
く
で
」

　
小
さ
な
こ
ろ
ワ
ク
ワ
ク
し
た
お

盆
の
行
事
。
今
も
変
わ
ら
ず
こ
こ

に
は
あ
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
夏
の
一
夜
を
高
原
の
地

で
過
ご
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き

っ
と
、
何
か
を
感
じ
る
は
ず
で
す
。

　
８
月
15
日

（金）

　
正
午
〜
午
後
９
時
30
分

　
鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場

　
フ
ォ
ー
ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

　
（
森
の
音
楽
祭
）
、
盆
踊
り
、

　
納
涼
花
火
大
会
、
和
太
鼓
演
奏
、

　
伝
統
芸
能
（
は
ね
こ
み
）
、
夜

　
店
ほ
か
イ
ベ
ン
ト
多
数

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

☎
35
‐
1
0
0
1

�
35
‐
5
0
1
2

hri-hakub
utukan1@

city.shinshiro.lg.jp

●申
●問

●時
●所

●受
●対

●応

●内

対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

●講
●定

講師・指導

募集人員

応募方法

日時・期間

場所・会場

●集 集合場所

受け付け

省略文字の見方

●〆 締め切り

●HP

●em

●持
●￥

●他 その他

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

■本
■鳳
■作

●em
●内

●内

●内

●内

●￥

●￥●￥

よ

お
か

だ

こ
う

よ
う

げ

ん

き
ょ
う

●他

●他

●時●時

●時

●時

●時●内 ●時

●時

●所

●所

●所●所

●所●所

●問
■鳳

●問
■本

●問
■本

●問
■本

●問
■本

●問
■作

み

に

こ

ん

か

ん

た
き
ぎ
の
う

●em●時 ●問

く

ろ

つ

か

な
つ
か
し
い

ふ

る

さ

と

い
ろ
ど

ば
ん
ど
う
　
ま

ひ
ろ

お
か

も
り
　
ほ

う
り
ぬ
す
び
と

し
ゃ
て
い

ろ

く

じ

ぞ

う

れ

ん

ぎ

ん

し

　
ま

い

だ

ん

そ

う

ろ

と

う

き
ら
め
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星
空
観
察
会

景
観
セ
ミ
ナ
ー
開
催

愛
知
県
森
林
・
林
業
技
術

セ
ン
タ
ー
公
開
デ
ー

平
成
20
年
度

「
事
業
可
能
性
評
価
事
業
」

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
募
集

　
県
民
の
皆
さ
ん
に
森
林
・
林
業

に
関
す
る
試
験
研
究
や
研
修
な
ど

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
施
設

を
公
開
し
ま
す
。
当
日
は
、
里
山

の
整
備
体
験
、
き
の
こ
の
収
穫
体

験
、
木
工
体
験
を
通
じ
地
域
住
民

の
方
と
の
交
流
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
午
後
か
ら
は
試
験
研
究
の
成

果
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
８
月
１
日

（金）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
県
森
林
・
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
無
料

　
「
里
山
の
整
備
体
験
」
事
前
の

　
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
E
メ

　
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
電
話
で
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
課

☎
23
‐
7
6
4
0

森
林
・
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

管
理
研
修
課
（
志
賀
）

☎
34
‐
0
3
2
1

�
34
‐
0
9
5
5

sh
in

rin
-rin

g
yo

-c
@

p
re

f.a
ic

h
i.lg

.jp

生
涯
学
習
課

☎
23
‐
7
6
5
4

　
理
子
さ
ん
ほ
か
）

　
記
念
講
演
（
加
藤
登
紀
子
さ
ん
）

　
閉
会
式

　
富
山
市

　
8
月
29
日

（金）

　
案
内
・
参
加
申
込
書
は
、
じ
ょ

　
う
ほ
う
課
に
あ
り
ま
す
。

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
☎
35
‐
1
0
0
1

　
　
�
35
‐
5
0
1
2

　hri-hakub
utukan1@

city.shinshiro.lg.jp

　

（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
〒
４
４
１
‐
１
９
４
４

　
新
城
市
門
谷
字
森
脇
６

子
ど
も
自
然
講
座

「
サ
ワ
ガ
ニ
や
川
ム
シ
と
あ
そ
ぼ
う
」

　
８
月
３
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
門
谷
地
区
、
音
為
川

　
博
物
館

　
小
・
中
学
生
300
円

　
20
人

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
タ

　
モ
な
ど

　
川
に
入
れ
る
く
つ
か
長
ぐ
つ
、

　
ぼ
う
し

　
西
本

ふ
た
ば

さ
ん
（
博
物
館

　
学
術
委
員
）

　
水
生
昆
虫
と
水
生
生
物
の
観
察

自
然
を
楽
し
く
学
ぶ
学
習
会

「
森
の
生
き
も
の
を
観
察
し
よ
う
」

　
８
月
16
日

（土）
午
後
１
時
30
分

　
〜
17
日

（日）
午
前
10
時
（
宿
泊

　
含
む
）

　
鳳
来
寺
山

　
（
安
城
農
林
演
習
林
内
）

　
J
R
飯
田
線
三
河
槙
原
駅

　
大
人
２,
５
０
０
円

　
小
・
中
学
生
２,
０
０
０
円

　
50
人

　
筆
記
具
、
弁
当
（
夕
食
用
）
、

　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
、
着

　
替
え
、
洗
面
用
具
、
タ
オ
ル
な
ど

　
野
外
活
動
が
で
き
る
服
装
、
水

　
に
入
れ
る
靴

　
博
物
館
学
術
委
員
（
動
物
分
野
）

　
８
月
2
日

（土）

　
午
後
7
時
〜
8
時
30
分

　
作
手
鬼
久
保
広
場
内
木
工
館

　
夏
の
星
空
観
察
会

　
作
手
星
空
の
会
の
皆
さ
ん

　
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
前

　
８
月
１
日

（金）
ま
で

　
100
円

　
県
内
で
創
業
し
よ
う
と
す
る
人
、

　
創
業
後
３
年
未
満
の
中
小
企
業

　
者
、
新
分
野
に
進
出
し
よ
う
と

　
す
る
中
小
企
業
者
な
ど

　
12
月
26
日

（金）

評
価
の
方
法

　
当
機
構
の
事
業
可
能
性
評
価
委

　
員
会
が
プ
ラ
ン
の
評
価
を
し
ま

　
す
。

評
価
の
効
果
　

　
高
い
評
価
を
受
け
た
プ
ラ
ン
は
、

　
経
営
や
技
術
な
ど
の
専
門
家
の

　
派
遣
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
な

　
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
の
良
好
な
景
観
を
資
産
と
し

て
認
識
し
、
守
り
育
て
て
い
く
た

め
に
必
要
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。

　
８
月
19
日

（火）
　
午
後
６
時

　
市
民
体
育
館
　
第
１
会
議
室

　
講
演
「
景
観
の
保
全
と
活
用
」

　
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
芸
術

　
工
学
研
究
科

　
教
授
　
瀬
口

哲
夫

氏

　
無
料

　
80
人

　
８
月
10
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

　
人
数
、
電
話
番
号
を
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

夏
休
み
自
由
研
究
支
援

①
「
自
由
研
究
相
談
会
」

　
７
月
27
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

②
「
標
本
採
集
と
標
本
の
作
り
方

　
講
習
会
」

　
８
月
10
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

③
「
標
本
を
調
べ
る
会
」

　
８
月
24
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
学
習
室

　
通
常
入
館
料
100
円

　
三
河
生
物
同
好
会
、
博
物
館
学

　
術
委
員
、
博
物
館
職
員

　
自
然
を
対
象
に
し
た
自
由
研
究

　
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
昆
虫
、

　
鳥
、
魚
な
ど
の
動
物
、
岩
石
、

　
鉱
物
、
化
石
な
ど
の
地
学
、
植

　
物
に
つ
い
て
テ
ー
マ
の
選
び
方

　
や
、
自
由
研
究
の
進
め
方
、
標

　
本
の
作
り
方
、
ま
と
め
方
な
ど

　
に
つ
い
て
の
相
談
会

自
然
を
楽
し
く
学
ぶ

野
外
学
習
会

財
団
法
人
あ
い
ち
産
業
振
興
機
構

新
事
業
支
援
部
新
事
業
育
成
グ
ル
ー
プ

☎
0
5
2
‐
291
‐
6
1
6
8

w
w

w
.aib

sc.jp
/tab

id
/418/D

efault.asp
x 

せ

ぐ
ち
　

て
つ

お

か
　と
う

と

き

こ

り

こ

●￥●受 ●所 ●時

●問
●申

●問

●申●申

●問●HP

●所●他

●内●内 ●講●講

●〆

●〆

●問
●申
■本

●集

●内

●内

●対

●対

●集

●集

●￥

●￥●￥

●￥●￥

●他

●他

●持

●持

●定

●定

●講

●講

●講

●所

●所●所

●所

●時

●時

●時●時

●時 ●時

●所 ●時

●em

●em

●問
●申
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介
護
高
齢
課
で
は
、
介
護
保
険

の
認
定
調
査
を
し
て
い
た
だ
く
訪

問
調
査
員
1
人
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

資
格
要
件

 
保
健
師
・
看
護
師
・
准
看
護
師
 

 
介
護
支
援
専
門
員
・
社
会
福
祉
 

 
士
・
介
護
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
 
 

　
の
資
格
を
有
し
、
普
通
自
動
車

　
運
転
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方

住
所

　
東
三
河
お
よ
び
浜
松
市
在
住
の

　
方

雇
用
期
間

　
平
成
20
年
10
月
１
日
〜
平
成
21

　
年
３
月
31
日

　
（
継
続
雇
用
有
り
）

勤
務
内
容

　
月
曜
日
〜
金
曜
日
　

　
週
５
日
間
（
30
時
間
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
（
休
憩
60
分
含
む
）

社
会
保
険
な
ど

　
加
入
あ
り

募
集
期
間

　
８
月
１
日

（金）
〜
15
日

（金）

豊
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
3
2
‐
32
‐
4
1
8
1

　
あ
い
ち
海
上
の
森
セ
ン
タ
ー
で

は
、
全
４
回
の
コ
ー
ス
で
、
森
に

つ
い
て
学
び
、
森
の
手
入
れ
な
ど

を
体
験
す
る
「
森
の
教
室
」
を
実

施
し
ま
す
。

　
小
学
校
４
年
以
上
（
小
中
学
生

　
は
保
護
者
同
伴
）
で
、
原
則
と

　
し
て
４
回
全
て
に
参
加
で
き
る

　
人

　
　
自
然
観
察
な
ど
の
体
験
か
ら
、

　
森
林
環
境
の
保
全
や
活
用
に
関

　
心
が
あ
り
、
木
の
伐
採
（
手
鋸
）

　
や
運
搬
な
ど
の
作
業
を
体
験
し

　
た
い
と
考
え
て
い
る
人

　
120
円
（
保
険
料
相
当
額
、
４
日

　
分
）

　
50
人
程
度

　
瀬
戸
市
南
東
部
の
海
上
の
森
（
瀬

　
戸
市
海
上
町
）
地
内

※
海
上
の
森
入
口
駐
車
ス
ペ
ー
ス

　
集
合
。
愛
知
環
状
鉄
道
山
口
駅

　
か
ら
徒
歩
20
分
。

　
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
、

　
Ｅ
メ
ー
ル
に
「
森
の
教
室
（
入

　
門
編
）
申
込
」
と
記
載
の
上
、

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

　
号
を
記
入
（
グ
ル
ー
プ
で
申
し

　
込
み
の
場
合
は
、
全
員
分
記
入
）

　
し
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
９
月
７
日

（日）

　
当
日
の
消
印
は
有
効

※
参
加
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

　
に
よ
り
決
定
し
、
応
募
者
全
員

　
に
通
知
し
ま
す
。

第
1
回
　
森
の
観
察
と
調
査

　
９
月
21
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

　
海
上
の
森
観
察
コ
ー
ス
を
歩
き
、

　
森
全
体
の
概
況
を
理
解
し
、
手

　
入
れ
す
る
林
（
ヒ
ノ
キ
幼
齢
林
）

　
の
植
生
な
ど
を
調
査
す
る
。

第
2
回
　
森
の
学
習
と
手
入
れ
①

 
10
月
12
日

（日）

 
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

 
「
森
の
現
状
と
手
入
れ
の
仕
方
」
 
 

 
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
、
「
若
 
 

 
齢
ヒ
ノ
キ
林
」
に
お
い
て
除
間
 

 
伐
、
枝
落
と
し
を
体
験
す
る
。

第
3
回
　
森
の
学
習
と
手
入
れ
②

　
11
月
16
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

　
フ
ィ
ー
ル
ド
周
辺
の
森
を
眺
望

　
し
て
植
生
遷
移
と
雑
木
林
手
入

　
れ
の
意
義
を
理
解
し
、
雑
木
林

　
手
入
れ
を
体
験
す
る
。

第
4
回
　
森
の
恵
み
と
工
作

　
12
月
７
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

　
伐
採
し
た
木
の
取
り
扱
い
を
学

　
び
、
森
の
手
入
れ
に
よ
っ
て
発

　
生
し
た
材
や
ツ
ル
を
利
用
し
て
、

　
さ
ま
ざ
ま
な
工
作
を
実
施
す
る
。

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

嘱
託
職
員
を
募
集

夏
休
み
親
子
下
水
道
教
室

　
　
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
　
☎
23
‐
7
6
2
3

　
　
�
23
‐
7
2
9
6

　
　
　jo

h
o

-2
@

c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

　
（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　 

新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
電

源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単

な
文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、

て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　
8
月
16
日

（土）
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
計
６
時
間
）
　

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

　
と
し
て
１
，

０
０
０
円
が
必
要

　
で
す
）

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
、
18

　
歳
以
上
の
初
心
者
の
方
（
キ
ー

　
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な
い

　
方
な
ど
）

申
込
期
間
　

　
7
月
22
日

（火）
〜
8
月
7
日

（木）

　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
名
前
、

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

介
護
高
齢
課

☎
23
‐
7
6
8
8

　
8
月
21
日

（木）
・
22
日

（金）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
豊
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
（
現
地
集
合
）

　
豊
橋
市
新
西
浜
町
1
番
地
3

　
小
学
生
（
高
学
年
向
き
）
と
そ

　
の
保
護
者

　
下
水
道
の
仕
組
を
説
明
、

　
下
水
処
理
場
を
案
内

　
両
日
と
も
20
組

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
無
料

　
8
月
11
日

（月）
〜
20
日

（水）

　
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
（
土
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

　
大
雨
な
ど
で
中
止
す
る
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

平
成
20
年
度

森
の
教
室
（
入
門
編
）

　
　
あ
い
ち
海
上
の
森
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
5
6
1
‐
86
‐
0
6
0
6

　
　
�
0
5
6
1
‐
86
‐
1
8
4
1

　
　
　ka

ish
o

@
p

re
f.a

ic
h

i.lg
.jp

　

（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
〒
4
8
9
‐
０
８
５
７

　
瀬
戸
市
吉
野
町
３
０
８
‐
１

●￥

●定 ●所

●〆

●所●申 ●時●定

●￥
●em

●問
●申

●定●所

●時

●時

●受

●対

●対

●他 ●内

●内

●内

●時●内●時●時 ●内

●応

●問
●申
■本

●em
●問
●申

●問
●申

か

い

し

ょ

せ

ん

い

か

い

し

ょ

ち
ょ
う
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１
　
地
域
別
最
低
賃
金
を
決
定
す

　
る
場
合
に
は
、
労
働
者
が
健
康

　
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活

　
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
生

　
活
保
護
の
施
策
と
の
整
合
性
に

　
も
配
慮
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

　
た
。

　
具
体
的
な
金
額
は
、
都
道
府
県

　
ご
と
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

２
　
地
域
別
最
低
賃
金
の
不
払
の

　
場
合
の
罰
金
額
の
上
限
が
２
万

　
円
か
ら
50
万
円
に
引
き
上
げ
ら

　
れ
ま
し
た
。

３
　
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て

　
は
、
そ
の
不
払
に
つ
い
て
は
、

　
最
低
賃
金
法
の
罰
則
は
適
用
さ

　
れ
な
く
な
り
、
労
働
基
準
法
の

　
賃
金
の
全
額
払
違
反
の
罰
則
（
罰

　
金
の
上
限
額
30
万
円
）
が
適
用

　
さ
れ
ま
す
。

４
　
障
害
に
よ
り
著
し
く
労
働
能

　
力
の
低
い
者
な
ど
に
関
す
る
適

　
用
除
外
が
廃
止
さ
れ
、
最
低
賃

　
金
の
減
額
特
例
が
新
設
さ
れ
ま

　
し
た
。

５
　
派
遣
労
働
者
に
は
、
派
遣
先

　
の
地
域
（
産
業
）
の
最
低
賃
金
が

　
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
を
８
月
８
日

（金）

に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、
受
給
者

の
方
は
金
融
機
関
で
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。
な
お
、
転
居
、
転
出
な

ど
の
際
は
児
童
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
へ
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
児
童
扶
養
手
当
、
県
・
市
遺
児

手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
７
月

下
旬
に
郵
送
す
る
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、８
月
１
日

（金）

か
ら
29
日

（金）
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

い
る
方
は
、
８
月
上
旬
に
郵
送
す

る
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
８
月
11
日

（月）
か
ら
９
月
10
日

（水）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
な
ど
の
提
出
は
、
土
・

　
日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

　
か
ら
午
後
５
時
30
分
の
間
に
、

　
児
童
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

　
民
福
祉
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
届
出
に
よ
り
８
月

　
以
降
の
手
当
の
受
給
資
格
を
判

　
断
し
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

労
働
相
談
窓
口
の
ご
案
内

児
童
扶
養
手
当
の
振
り
込
み

平
成
20
年
７
月
１
日
か
ら

最
低
賃
金
法
が
変
わ
り
ま
し
た

県
新
城
設
楽
山
村
振
興
事
務
所

☎
23
‐
6
1
0
4

児
童
課

☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

●問

空
手
道
桜
塾
　
無
料
体
験
実
施

愛
知
労
働
局

☎
０
５
3
2
‐
54
‐
1
1
9
2

ihttp
://w

w
w

.aichi-rod
o.go.jp

/ 

ま
た
は
、豊
橋
労
働
基
準
監
督
署

　
職
場
で
の
悩
み
ご
と
、
困
り
ご

と
な
ど
あ
ら
ゆ
る
労
働
問
題
に
対

処
す
る
た
め
労
働
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
般
相
談

�
内
容
　

　
解
雇
、
賃
金
、
労
働
時
間
、
就

　
業
規
則
お
よ
び
労
働
契
約
な
ど

　
の
あ
ら
ゆ
る
労
働
問
題

�
方
法
　

　
来
所
ま
た
は
電
話

�
時
間
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分

 
桜
塾
で
は
、
空
手
の
無
料
体
験

を
実
施
し
ま
す
。
夏
休
み
に
入
っ

て
、
何
か
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
、
ぜ
ひ
、
一

度
体
験
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
一
般
の
部
も
実
施
し
ま
す
。

 
３
歳
以
上

新
城
道
場
（
青
年
の
家
）

 
８
月
３
日
、
17
日
、
24
日

 
（
毎
週
日
曜
日
）
　

 
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

鳳
来
道
場
（
本
郷
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
）

　
8
月
1
日
、８
日
、
22
日
、
29
日

　
毎
週
金
曜
日

　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

　
ど
こ
の
道
場
で
も
、
何
回
で
も

　
参
加
Ｏ
Ｋ
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

新
日
本
総
合
空
手
連
合
会
　
武
神

豊
橋
市
下
地
町
橋
口
１
１
８

☎
０
５
3
6
‐
52
‐
9
1
5
2

師
範
　
酒
井

貴
盛

　
０
９
０
‐
２
１
８
３
‐
６
２
２
９

　
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
突
然
解
雇
さ
れ
た

・
一
方
的
に
給
料
を
カ
ッ
ト
さ
れ

　
た

・
社
内
の
異
動
に
応
じ
て
も
ら
え

　
な
い

・
高
額
な
退
職
金
の
上
乗
せ
を
求

　
め
ら
れ
て
い
る

　
こ
ん
な
と
き
は
労
働
委
員
会
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
あ
っ
せ
ん
は
労
働
者
個
人
と
使

用
者
と
の
間
で
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル

の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
制
度
で

す
。
労
働
者
、
使
用
者
ど
ち
ら
か

ら
で
も
無
料
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

個
別
労
働
関
係
紛
争
に
係
る

あ
っ
せ
ん
制
度

県
労
働
委
員
会
事
務
局

総
務
調
整
課

☎
０
５
2
‐
954
‐
6
8
3
3

新
城
音
楽
祭
参
加
者
募
集

奥
三
河
音
楽
連
盟
事
務
局

（
村
田
真
弓
）

☎
23
‐
7
6
0
3

　
奥
三
河
音
楽
連
盟
で
は
、
第
34

回
新
城
音
楽
祭
の
参
加
者（
団
体
・

個
人
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
11
月
９
日

（日）

　
新
城
文
化
会
館
（
は
な
の
き
広

　
場
、
大
ホ
ー
ル
）

　
１,
０
０
０
円

　
独
唱
、
独
奏
、
重
唱
、
合
唱
、

　
重
奏
、
合
奏
、
そ
の
他

　
参
加
希
望
者
は
、
８
月
31
日

（日）

　
ま
で
に
、
奥
三
河
音
楽
連
盟
事

　
務
局
へ
申
し
込
み
書
を
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
要
領
・
申

　
し
込
み
書
は
、
新
城
文
化
会
館
、

　
ち
さ
と
館
、
各
総
合
支
所
に
あ

　
り
ま
す
。

む

ら

た

　
ま

ゆ

み

さ
か
　い
　
　
た
か

も
り

●問
■本■鳳■作

●申

●問

●問

●HP

●時●時

●時●所

●対

●￥●内

●問

●問
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本
の
リ
サ
イ
ク
ル
会

　
古
く
な
っ
て
廃
棄
す
る
予
定
の

本
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
８
月
24
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時
30
分

　
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
前

　
雑
誌
、
文
庫
本
、
児
童
書
な
ど

　
文
庫
本
は
、
一
人
20
冊
ま
で

　
そ
の
他
は
、
一
人
10
冊
ま
で

「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
」
手
作
り

絵
本
展

　
グ
ル
ー
プ
製
作
の
い
ろ
い
ろ
な

手
作
り
絵
本
を
展
示
し
ま
す
。

　
８
月
１
日

（金）
〜
８
日

（金）

　
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
前

《
今
月
の
特
集
》

　
今
月
は
、
次
の
３
つ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
の
特
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
や
平
和
に
つ
い
て
考
え
る

児
童
か
ら
一
般
の
方
ま
で
を
対
象
に
、

広
く
戦
争
を
テ
ー
マ
に
し
た
本

市
民
文
化
講
座
講
師
の
著
作

島
田
洋
七
・
家
田
荘
子
・
宮
本
延

春

三
氏
の
著
作

「
読
書
ゆ
う
び
ん
コ
ン
テ
ス
ト
」

す
い
せ
ん
図
書

　
読
後
の
感
動
を
ハ
ガ
キ
で
誰
か

に
伝
え
る
と
い
う
コ
ン
テ
ス
ト
の

す
い
せ
ん
図
書
30
冊
あ
ま
り

《
課
題
図
書
に
つ
い
て
》

　
今
月
末
ま
で
、
児
童
・
生
徒
を

対
象
に
、
課
題
図
書
の
貸
出
を
行

っ
て
い
ま
す
。
一
人
１
冊
・
１
週

間
の
貸
出
で
す
。

図
書
館
だ
よ
り

新
城
図
書
館

☎
23
‐
2
3
3
3

http://www.library.shinshiro.aichi.jp/

●問

文
化
課
　
☎
23
‐
7
6
5
5

●問

●HP

新
城
警
察
署
だ
よ
り

平
成
20
年
度
 

愛
知
県
警
察
官
採
用

試
験
の
ご
案
内

・
警
察
官
（
A
）
…
大
学
卒
業
程
度

・
警
察
官
（
B
）
…
高
等
学
校
卒
業
 

 
程
度

受
付
期
間

　
８
月
11
日

（月）
〜
29
日

（金）

第
１
次
試
験

　
９
月
21
日

（日）

第
１
次
試
験
合
格
発
表
日

　
10
月
１
日

（水）

第
２
次
試
験
日

　
10
月
10
日

（金）
〜
20
日

（月）

最
終
合
格
発
表
日

　
12
月
５
日

（金）

受
験
資
格

　
警
察
官
（
A
）
 

昭
和
53
年
４
月
 

 
２
日
以
後
に
生
ま
れ
た
方

　
警
察
官
（
B
）
　
昭
和
53
年
４
月
 

 
２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
 

 
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

学
歴

　
警
察
官
（
A
）
　
大
学
（
短
大
を

　
除
く
）
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た

　
は
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
に

　
卒
業
見
込
み
の
方

そ
の
他

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務

　
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る
欠
格

　
事
項
に
該
当
し
な
い
方

採
用
予
定
日

　
原
則
平
成
21
年
４
月
以
降

※
採
用
予
定
者
数
、
試
験
方
法
な

　
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

警
察
本
部
採
用
係

☎
０
５
２
‐
951
‐
１
６
１
１
（
代
表
）

　
内
線
２
６
７
３
〜
２
６
７
５

☎
０
５
２
‐
961
‐
１
４
７
９
（
直
通
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

　
８
月
１
日

（金）
か
ら
８
月
10
日

（日）
ま
で
の
10
日
間
、
「
夏
の
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
平
成
18
年
に
は
「
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
愛
知
を
目
指
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
「
あ
い
ち
地
域

緊
急
３
か
年
戦
略
」
が
定
め
ら
れ
、

「
犯
罪
に
あ
わ
な
い
」
「
犯
罪
を

起
こ
さ
せ
な
い
」
「
犯
罪
を
見
逃

さ
な
い
」
の
３
Ｎ
（
な
い
）
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
し
た
県
民
総
ぐ
る
み
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
犯
罪
の
な
い
安
全
で
住
み
よ
い

地
域
社
会
を
つ
く
る
に
は
、
「
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
「
犯
罪

者
の
い
な
い
地
域
社
会
を
自
分
た

ち
の
力
で
つ
く
る
」
と
い
う
気
持

ち
が
大
切
で
す
。
　

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
〜

犯
罪
に
あ
わ
な
い
！
犯
罪
を
起
こ
さ

せ
な
い
！
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い
！
〜

災
害
対
策
の
推
進

　
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
防

災
グ
ッ
ズ
の
点
検
な
ど
、
災
害
対

策
に
つ
い
て
一
度
家
族
で
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

�
避
難
場
所
・
避
難
路
の
確
認
を

　
し
ま
し
ょ
う
。

�
家
族
防
災
会
議
を
開
催
し
て
み

　
ま
し
ょ
う
。

�
防
災
訓
練
へ
の
積
極
的
な
参
加

　
を
し
ま
し
ょ
う
。

�
非
常
持
ち
出
し
品（
袋
）の
準
備
・

　
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

〜
防
災
は

日
頃
の
備
え

心
が
け
〜

新
城
警
察
署
☎
22
‐
0
1
1
0

天
王
祭
り

８
月
３
日

（日）
　
午
後
７
時
30
分

一
鍬
田
区
（
海
倉
淵
）

は
ね
こ
み

８
月
13
日

（水）
　
午
後
７
時
30
分

身
平
地
区
（
海
源
寺
）

８
月
14
日

（木）
　
午
後
７
時

方
瀬
・
真
菰
地
区
（
地
区
初
盆
宅
）

信
玄
原
の
火
お
ん
ど
り

８
月
15
日

（金）
　
午
後
９
時

竹
広
区
（
信
玄
塚
）

鍋
づ
る
万
灯

８
月
15
日

（金）
　
午
後
７
時

市
川
区
（
万
灯
山
）

乗
本
万
灯

８
月
15
日

（金）
　
午
後
７
時

乗
本
区
（
万
灯
山
）

放
下

８
月
14
日

（木）
・
15
日

（金）

午
後
５
時
30
分
ご
ろ

大
海
区
（
泉
昌
寺
ほ
か
）

８
月
14
日

（木）
　
午
後
７
時

一
色
区
（
洞
泉
寺
）

８
月
14
日

（木）
　
午
後
８
時

名
号
区
（
石
雲
寺
）

８
月
15
日

（金）
　
午
後
６
時

布
里
区
（
御
堂
橋
↓
普
賢
院
）

８
月
15
日

（金）
　
午
後
７
時

塩
瀬
区
（
高
月
寺
） （

　
）
内
は
場
所

※天候により日時などが変更になる場合がありますので、お出かけになる際には、問い合わせ先にご確認ください。

家
屋
の
新
増
築
、
取
り
壊
し

を
さ
れ
た
方
へ

税
務
課

☎
23
‐
7
6
1
5

　
平
成
20
年
１
月
以
降
に
建
物
（
車

庫
や
物
置
な
ど
を
含
み
ま
す
）
の

新
築
・
増
築
ま
た
は
、
取
り
壊
し

を
さ
れ
た
方
は
、
税
務
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ご
都
合
を
相
談
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
家
屋
評
価
に
伺
い
ま
す
。

　
家
屋
評
価
は
、
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●問

ほ

う

ぜ

ま

　
こ

も

●時●所●時●所 ●他し

ま

だ

よ

う

ひ

ち

い

え

だ

し

ょ

う

こ

は

る

み

や

も

と

の

ぶ

●問
■本
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消防署　　　☎ 22‐1119●問

「
花
火
遊
び
は
迷
惑
に

　な
ら
な
い
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
で
」

　
消
防
法
で
は
、
消
防
設
備
の
設

置
義
務
の
ほ
か
、
防
火
管
理
者
制

度
に
よ
り
、
人
に
よ
る
防
火
管
理

体
制
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
ま

す
。

　
防
火
管
理
者
を
選
任
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
業
所
は
、
収
容
人

員
30
人
以
上
の
飲
食
店
・
百
貨
店
・

旅
館
・
保
育
園
な
ど
不
特
定
多
数

の
人
を
収
容
す
る
施
設
の
ほ
か
、

従
業
員
50
人
以
上
の
工
場
や
事
務

所
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
消
防
本
部
で
は
防
火
管
理
新
規

講
習
の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
の
で
防
火
管
理
者
の
選
任
さ
れ

て
い
な
い
事
業
所
や
選
任
・
解
任

を
予
定
し
て
い
る
事
業
所
の
関
係

者
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
夏
は
花
火
の
季
節
で
す
。
キ
レ

イ
で
楽
し
い
花
火
で
す
が
、
ま
ち

が
っ
た
遊
び
方
を
す
る
と
、
と
て

も
危
険
で
す
。

�
花
火
遊
び
に
も
ル
ー
ル
が
あ
り

　
ま
す
。
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊

　
び
方
を
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う
。

�
花
火
遊
び
を
す
る
と
き
は
、
筒

　
先
の
方
向
・
場
所
な
ど
に
注
意

　
を
し
、
花
火
を
人
や
家
に
向
け

　
た
り
、
燃
え
や
す
い
も
の
の
あ

　
る
場
所
で
遊
ん
だ
り
し
な
い
よ

　
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊
び

　
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
点
火
の
際

　
は
、
体
を
風
上
に
し
て
、
風
下

　
の
人
が
火
の
粉
を
か
ぶ
ら
な
い

　
よ
う
、
風
の
方
向
に
注
意
し
ま

　
し
ょ
う
。

�
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。
バ
ケ

　
ツ
の
水
に
終
わ
っ
た
花
火
を
つ

　
け
る
こ
と
、
残
り
火
を
完
全
消

　
火
し
、
燃
え
か
す
で
庭
な
ど
を

　
よ
ご
さ
ず
に
す
み
ま
す
。
途
中

　
で
消
え
た
花
火
も
水
に
つ
け
ま

　
し
ょ
う
。

�
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　
大
人
が
積
極
的
に
参
加
し
て
、

　
花
火
の
正
し
い
扱
い
方
、
火
の

　
後
始
末
を
指
導
し
て
あ
げ
て
く

　
だ
さ
い
。

防
火
管
理
新
規
講
習

日
程

　
８
月
21

（木）
・
22
日

（金）
の
２
日
間

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所

　
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　
２
階
 

講
堂

費
用

　
３,
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

受
講
申
込
受
付
　

　
８
月
４
日
〜
８
日

問
い
合
わ
せ
・
時
間

　
消
防
総
務
課
 

予
防
グ
ル
ー
プ

　
☎
22
‐
４
８
０
２

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

　
「
目
の
前
で
家
族
が
倒
れ
た
」

あ
な
た
は
、
ど
う
し
ま
す
か
？
何

も
し
な
け
れ
ば
助
か
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
に
、
あ
わ
て

て
何
も
で
き
ず
後
悔
す
る
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
、
こ
の
機
会
に
救

命
処
置
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
あ
な
た
の
勇
気
の
一
歩
が
「
命
」

を
救
い
ま
す
。

　
８
月
10
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
正
午
（
３
時
間
）

　
消
防
署
　
作
手
出
張
所

　
（
作
手
総
合
支
所
　
東
側
）

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

　
（
人
工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー

　
ジ
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
）
大
出
血

　
時
の
止
血
法

　
15
人
程
度
　
　

　
消
防
署
作
手
出
張
所

　
☎
37
‐
２
４
６
６

※
中
学
生
以
上
を
対
象
と
し
、
定

　
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
な

　
り
ま
す
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

●問

●時●所●内

●定
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環境課　　　 ☎23‐7677
　　　　　　�23‐8388
生活衛生課　 ☎22‐0521

●問 本

　
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
さ
れ
る
二
酸

化
炭
素
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
の
さ
ま
ざ

ま
な
と
こ
ろ
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

照
明
・
家
電
製
品
と
い
っ
た
電
気
を
使

う
と
こ
ろ
が
一
番
多
く
、
次
に
自
動
車
、

給
湯
、
暖
房
の
順
で
多
く
な
っ
て
い
る

の
を
ご
存
知
で
す
か
。

　
市
で
は
、
家
庭
で
の
電
気
使
用
の
ム

ダ
を
な
く
す
気
持
ち
や
省
エ
ネ
実
践
行

動
の
促
進
を
図
る
た
め
、
家
庭
内
の
電

気
使
用
量
を
金
額
な
ど
に
換
算
し
、
省

エ
ネ
達
成
度
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
表
示

す
る
機
器
「
省
エ
ネ
ナ
ビ
」
を
貸
出
し
、

楽
し
く
省
エ
ネ
を
実
践
す
る
市
民
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象
世
帯

　
市
内
在
住
で
、
自
宅
の
分
電
盤
（
屋
内
）

　
に
計
測
器
を
設
置
で
き
る
世
帯
を
10
世

　
帯
募
集
し
ま
す
。

　
（
設
置
に
つ
い
て
は
資
格
不
要
な
の
で
、

　
一
般
の
方
で
設
置
可
能
で
す
）

募
集
期
限

　
８
月
15
日

（金）
ま
で

　
※
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
先
着
順
で

　
す
。
（
１
世
帯
に
つ
き
１
台
）

モ
ニ
タ
ー
の
活
動
内
容

　
ご
自
身
で
家
庭
内
へ
機
器
を
設
置
し
、

　
約
６
ヵ
月
間
（
場
合
に
よ
り
延
長
可
能
）

　
省
エ
ネ
に
取
り
組
み
、
期
間
中
と
終
了

　
後
に
、
測
定
デ
ー
タ
や
簡
単
な
ア
ン
ケ

　
ー
ト
を
提
出
し
ま
す
。

申
込
・
引
渡
方
法

　
環
境
課
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
省
エ
ネ

ナ
ビ
貸
出
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
環
境
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

（
貸
出
時
に
機
器
の
取
扱
方
法
な
ど
を
詳

し
く
説
明
し
ま
す
）

「
省
エ
ネ
ナ
ビ
」
と
は

�
家
全
体
の
電
気
使
用
量
や
料
金
を

　
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
表
示
し
ま
す
。

�
分
電
盤
に
取
り
付
け
た
セ
ン
サ
ー

　
が
、
使
用
し
て
い
る
電
気
量
を
測

　
定
し
、
リ
ビ
ン
グ
な
ど
の
目
立
つ

　
所
に
置
い
た
モ
ニ
タ
ー
（
表
示
器
）

　
に
無
線
で
デ
ー
タ
を
送
る
も
の
で

　
す
。

�
今
使
っ
て
い
る
電
気
が
ど
の
く
ら

　
い
か
を
目
で
見
て
実
感
で
き
る
た

　
め
、
具
体
的
な
省
エ
ネ
行
動
の
効

　
果
が
す
ぐ
に
わ
か
り
、
省
エ
ネ
が

　
楽
し
く
実
践
で
き
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
年
間
約
305
億
枚
も
の
レ
ジ

袋
が
使
わ
れ
て
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
て
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ご
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
人
口
を
１
億
２
７
０
０
万
人
と
し

た
場
合
、
市
で
は
約
１
２
５
０
万
枚
の
レ

ジ
袋
を
１
年
間
で
消
費
し
て
い
る
計
算
に

な
り
ま
す
。

　
レ
ジ
袋
１
枚
に
つ
き
約
20
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
の
石
油
を
使
っ
て
い
る
と
す
る
と
、
市

で
は
250
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
（
ド
ラ
ム
缶
１
２

５
０
本
分
）
の
石
油
を
消
費
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
、
こ
れ
を
「
ご
み
」
と
し
た
場

合
、
７
１
２．
５
ト
ン
も
の
温
室
効
果
ガ
ス

（
二
酸
化
炭
素
）
を
排
出
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
利
用
し
た
「
地

球
に
や
さ
し
い
上
手
な
買
い
物
」
を
実
践

す
る
た
め
、
「
マ
イ
バ
ッ
グ
」
の
市
民
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象
者
・
人
数

　
市
内
在
住
で
、
積
極
的
に
マ
イ
バ
ッ
グ

　
（
レ
ジ
カ
ゴ
タ
イ
プ
）
を
利
用
し
、
レ

　
ジ
袋
の
削
減
度
合
い
を
把
握
で
き
る
方

　
を
10
人
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
８
月
15
日

（金）
ま
で

　
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ

　
　
り
決
定
し
ま
す
。

無線データ

【電力測定器】
W67・H108・D39（ミリ）

（突起物は除く）

分電盤

省エネナビ設置イメージ

コンセント
電流センサー（CT）

直線見通し10m以内

参考：�省エネルギーセンターウェブサイトより
         http://www.eccj.or.jp/

分電盤が、単相3線式または単相2線式
AC100V　75A（アンペア）以内

【表示器】
W187-H160-D27（ミリ）

（突起物は除く）

マ
イ
バ
ッ
ク

　
　
市
民
モ
ニ
タ
ー
募
集

マ
イ
バ
ッ
ク

　
　
市
民
モ
ニ
タ
ー
募
集
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皆
さ
ん
が
お
店
で
買
い
物
を
し
た
と

き
に
も
ら
っ
て
い
る
「
レ
ジ
袋
」
は
、

軽
く
て
丈
夫
、
や
わ
ら
か
い
な
ど
と
て

も
便
利
な
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
レ
ジ
袋
の
製
造
や
焼
却
処

理
す
る
と
き
に
は
、
石
油
な
ど
の
貴
重

な
天
然
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
製
造
や
処
理

過
程
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な

る
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
レ
ジ
袋
を
無
駄
に
使
わ
な
い
た

め
に
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
身
近
に
誰
で
も
簡
単
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
「
マ

イ
バ
ッ
グ
の
使
用
」
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
マ
イ
バ
ッ
グ
は
エ
コ
バ
ッ
グ
と
も
呼

ば
れ
、
最
近
で
は
い
ろ
い
ろ
な
形
や
お

し
ゃ
れ
な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
が
増
え
て

い
ま
す
。
買
い
物
袋
と
し
て
使
う
だ
け

で
な
く
、
通
勤
・
通
学
や
お
出
か
け
を

す
る
と
き
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ

と
し
て
マ
イ
バ
ッ
グ
が
普
及
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
自
分
に
合
っ
た
マ
イ
バ
ッ

グ
を
選
ん
で
、
楽
し
く
使
い
、
無
駄
な

レ
ジ
袋
の
削
減
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
県
下
で
は
、
４
月
か
ら
「
レ
ジ
袋
削

減
取
組
店
制
度
」
が
始
ま
り
、
い
く
つ

か
の
市
町
村
で
レ
ジ
袋
有
料
化
に
よ
る

削
減
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
豊
川
市
・
蒲
郡
市
・
田
原
市
・

設
楽
町
・
東
栄
町
・
豊
根
村
・
小
坂
井

町
と
協
力
し
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
レ

ジ
袋
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
レ
ジ
袋
有
料
化
の
導
入
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
は
、
広
報
「
ほ
の
か
」
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
お
知
ら
せ
と
あ
わ
せ

て
「
や
ら
マ
イ
バ
ッ
グ
か
わ
ら
版
」
を

作
成
し
、
皆
さ
ん
に
マ
イ
バ
ッ
グ
の
普

及
と
レ
ジ
袋
削
減
を
呼
び
か
け
て
い
き

ま
す
。

※
「
や
ら
マ
イ
バ
ッ
グ
か
わ
ら
版
」
は

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ

　
ま
す
。

〔
譲
り
た
い
も
の
〕

�
キ
ャ
ッ
ト
ラ
ン
ド
（
ネ
コ
用
遊
具
）

�
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
（
バ
ッ
グ
付
き
）

�
七
輪

�
パ
ソ
コ
ン
台
（
金
属
製
）

�
折
り
た
た
み
自
転
車
（
20
イ
ン
チ
）

�
マ
グ
ネ
ッ
ト
バ
イ
ク

�
電
動
ウ
ォ
ー
カ
ー

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

�
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
（
組
立
式
）

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し

い
も
の
」
の
あ
る
方
は
、
①
名
前
　
②

住
所
　
③
電
話
番
号
を
生
活
衛
生
課
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

モ
ニ
タ
ー
の
活
動
内
容

　
マ
イ
バ
ッ
グ
を
約
２
ヵ
月
間
使
用
し
、

　
そ
の
後
、
レ
ジ
袋
削
減
度
合
い
の
報
告

　
と
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出
し
ま
す
。

申
込
方
法

　
住
所
･
氏
名
･
電
話
番
号
を
は
が
き
、

　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

　
で
環
境
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　kankyou@
city.shinshiro.lg.jp

　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２
（
住
所
不
要
）

　
新
城
市
役
所
　
環
境
課

マスコットキャラ「やらマイバックン」

持ち運びに便利な「折りたたみバッグ」
など種類もたくさんあります。

みなさんにマイバッグの使用を呼びかけます
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新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

市
国
際
交
流
協
会
　
☎
23
‐
7
7
8
3

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

※
詳
し
い
内
容
は
、
鳳
来
保
健

　
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

　
8
月
26
日

（火）
　
午
前
10
時

　
8
月
7
日

（木）
　
午
前
10
時

　
8
月
22
日

（金）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動
な
ど

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

集
団
が
ん
検
診（
要
申
込
）

妊
産
婦
一
般
歯
科
検
診

（
要
申
込
）

機
能
訓
練
教
室（
要
申
込
）

　
8
月
23
日

（土）
　
午
前
実
施

　
前
立
腺
が
ん
・
子
宮
が
ん

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望

　
さ
れ
る
方
は
、
各
保
健
セ
ン

　
タ
ー
で
容
器
な
ど
を
お
渡
し

　
し
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
300
円
・
子
宮
が
ん

　
600
円
・
前
立
腺
が
ん
400
円

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

か
み
か
み
離
乳
食
教
室（
要
申
込
）

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
８
月
22
日

（金）
 

　
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　
平
成
19
年
10
月
か
ら
平
成
20

　
年
１
月
生
ま
れ
ま
で
の
乳
児

　
と
そ
の
保
護
者

　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
具

　
愛
知
万
博
か
ら
、
は
や
３
年

…
あ
の
懐
か
し
い
コ
ー
ヒ
ー
セ

レ
モ
ニ
ー
を
再
び
想
い
だ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
海
外
生

活
の
体
験
レ
ポ
ー
ト
の
報
告
も

あ
り
ま
す
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
楽

し
い
お
話
も
聞
け
ま
す
よ
。

　
８
月
23
日

（土）

　
午
後
２
時
〜
６
時

　
鳳
来
中
央
集
会
所
（
大
野
）

　
午
後
２
時
か
ら
元
海
外
青
年

　
協
力
隊

横
山
匡
義
さ
ん
の
体

　
験
報
告
会
、
午
後
３
時
か
ら

　
コ
ー
ヒ
ー
セ
レ
モ
ニ
ー
（
随

　
時
）

　
無
料

　
当
協
会
で
は
、
全
８
回
コ
ー

ス
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
講
座
（
初

級
ク
ラ
ス
）
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
８
月
27
日
・
９
月
３
日
・
10
日
・

　
17
日
・
24
日
・
10
月
８
日
・

　
15
日
・
22
日

　
（
全
８
回
・
毎
週
水
曜
日
）

　
午
後
７
時
〜
８
時
15
分

　
新
城
文
化
会
館
104
会
議
室

　
３
，

０
０
０
円
（
協
会
会
員
）

　
６，
０
０
０
円
（
一
般
）

　
※
テ
キ
ス
ト
代
込
み

　
30
人
程
度
（
国
際
交
流
協
会

　
会
員
優
先
、
先
着
順
）

　
阿
部

真
理
愛
さ
ん

　
８
月
22
日

（金）
ま
で

※
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
中
学
１

年
生
相
当
（
第
３
期
）
と
高
校
３
年

生
相
当
（
第
４
期
）
の
年
齢
の
方
を

対
象
に
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

予
防
接
種
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
者
に
は
、
５
月
下
旬
に
封

書
で
通
知
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
接
種
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

夏
休
み
な
ど
を
利
用
し
忘
れ
ず

に
期
間
内
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

（
こ
の
制
度
は
今
後
５
年
間
行
わ

れ
ま
す
）

対
象
者

第
３
期
　
平
成
７
年
４
月
２
日
生
〜

　
　
　
　
平
成
８
年
４
月
１
日
生

第
４
期
　
平
成
２
年
４
月
２
日
生
〜

　
　
　
　
平
成
３
年
４
月
１
日
生

実
施
期
間

　
　
９
月
30
日

（火）
ま
で

実
施
医
療
機
関

　
市
内
の
委
託
医
療
機
関
（
詳

し
く
は
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

※
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事

　
前
に
必
ず
医
療
機
関
へ
予
約

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
12
日

（火）

　
午
後
１
時
30
分

　
妊
産
婦
・
一
般
（
成
人
）
の
方

　
母
子
手
帳
ま
た
は
健
康
手
帳

　
無
料

sie
a
@

c
ru

x.o
c
n

.n
e
.jp

よ

こ

や

ま

ま

さ

よ

し

●問

●問

●問●問

●対 ●時 ●時●時

●対 ●時

●対●内

●時●￥

●￥

●￥●内

●申
●所

●申
●所

●申
●所

●申
●所

●申
●所

●申
●所

●時●内●持

●持

あ

　

べ
　

　

ま

　
り

　

あ

●時

●時

●所

●所

●￥

●内

●講

●定

●〆
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Português Agosto de 2008 No 4
こうほうしんしろ　ポルトガル語版

〔新城納涼花火大会〕

〔可燃ごみの袋が変わります〕

〔サマンカ2008〕

〔ポルトガル語による相談窓口をご利用ください〕

O local será no Parque Sakurabuti. 
Dia: 13 de agosto (4a.f), a partir das 19:10h.
Pedido: Nesse dia não poderão fazer churrascada na redondeza do Kokague Plaza.

Está cheio de programações tais como Festival de Música da Floresta 
(Mori no Ongaku-sai), Bon-odori, Festa de Fogos de Artifícios, Taiko 
Japonês, apresentação de arte tradicional Hanekomi e outras. Haverá 
barracas também! Vanha participar com a família toda!
Dia – 15 de agosto (6a.f), a partir das 21:30 h
Local – Tsukude Onikubo Fureai Hiroba

O saco de lixo para  "lixo a ser queimado", de cozinha, pedaços de papéis e outros, mudará a partir 
de outubro. A cor dele que era branco semi-transparente passará a ser amarelo semi-transparente, 
sem letras. 
A venda desse saco de lixo está previsto para a partir de 01 de outubro deste ano, mas poderá 
antecipar. O saco de lixo utilizado até agora também poderá ser usado enquanto tiver estoque.  
◆　No saco de lixo queimável não coloquem vidros, latas, etc., materiais que não queimam.
◆　Vamos respeitar as regras do lixo.

　Para os assuntos relacionados à prefeitura 
municipal de Shinshiro, poderá utilizar o serviço de 
atendimento gratuito de tradução para o português. 
Os assuntos particulares não serão atendidos.
◆ Dias: 2ª  e  4ª  terças-feiras 
◆ Horário: 13:00 às 17:00 h 
◆ Local: Saguão do prédio leste da prefeitura

Está chegando a estação oportuna para brincar na água. A maioria dos acidentes ocorrem nesta estação 
e por um pequeno descuido corre o risco de perder a vida.
Vamos tomar o máximo de cuidado para que não venha acontecer acidentes na água.
◇ Nao deixem que as crianças descompanhadas de adultos brinquem no rio!
◇ Se ingeriu bebida alcoólica, não nade no rio!
◇ Se ouvir sinal de alerta ou se a sirene tocar, aumentará o volume de água no rio. Cuidado!
◇ Se chover forte afastem do rio!

Tsukude Tezukuri Mura

Samakan2008  aqui

Shinshiro

《Prefeitura 》

aqui

Préd. 
Leste

Ed.princ.

rua

Gin.Esport.

●●●●●●   Associação Internacional de Shinshiro〔新城市国際交流協会〕Tel.23-7783   ●●●●●●

フレンドシップ継承
交付金対象事業

A
IC

HI  H
OSPITALITY
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胃
が
ん
の
お
話
し

シリーズ第14話

新城市民病院

　 小児科

　　部長医師 　影山里実

●問 市民病院　総務課
☎ 23‐7852

　
予
防
接
種
は
公
費
接
種
（
自
治
体

が
費
用
負
担
）
と
自
費
接
種
（
自
己

負
担
）
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
昭
和

初
期
、
日
本
国
内
で
毎
年
数
千
人
（
結

核
は
数
万
人
以
上
）
が
死
亡
し
た
と

さ
れ
る
結
核
･
破
傷
風
・
百
日
咳
・

ジ
フ
テ
リ
ア
・
麻
し
ん
な
ど
、
特
に

恐
ろ
し
い
病
気
を
対
象
に
公
費
接
種

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
は

決
し
て
過
去
の
も
の
で
は
な
く
、
何

ら
か
の
事
情
で
予
防
接
種
が
中
断
さ

れ
た
場
合
、
再
び
猛
威
を
振
る
う
可

能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
際
、
旧
ソ
連
体
制
崩
壊
時
に
ワ
ク

チ
ン
不
足
の
た
め
、
ロ
シ
ア
国
内
で

ジ
フ
テ
リ
ア
に
よ
り
約
四
千
人
の
死

者
が
出
た
そ
う
で
す
。

【
副
作
用
に
つ
い
て
】

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
色
々
な
考
え
方

が
あ
り
、
「
予
防
接
種
は
危
険
」
と

い
う
趣
旨
の
発
言
を
さ
れ
る
医
療
関

係
者
も
少
数
い
ま
す
。
身
体
に
と
っ

て
ワ
ク
チ
ン
（
予
防
接
種
に
使
う
薬
）

は
一
種
の
異
物
で
す
の
で
、
確
か
に

100

パ
ー
セ
ン
ト
安
全
と
言
い
切
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
交
通

事
故
を
例
に
と
っ
て
み
て
も
私
た
ち

の
日
常
生
活
そ
の
も
の
が
100

パ
ー

セ
ン
ト
安
全
と
は
言
え
ま
せ
ん
よ
ね
。

　
「
予
防
接
種
で
防
ぐ
こ
と
の
で
き

る
病
気
は
す
べ
て
ワ
ク
チ
ン
で
予
防

す
べ
き
」
と
い
う
考
え
方
は
、
現
代

医
学
の
常
識
で
あ
り
、
少
な
く
と
も

公
費
接
種
だ
け
は
確
実
に
受
け
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
自
費
接
種

（
水
ぼ
う
そ
う
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
・

Ｂ
型
肝
炎
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
）

に
関
し
て
は
、
出
費
を
伴
う
こ
と
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
他
の
ワ
ク
チ
ン

に
比
べ
効
果
が
や
や
低
い
と
い
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
「
何
が
何
で
も
接
種

す
べ
き
」
と
は
一
概
に
言
え
ま
せ
ん
。

と
は
い
え
、
特
に
水
ぼ
う
そ
う
・
お

た
ふ
く
か
ぜ
は
小
学
校
高
学
年
以
上

に
な
っ
て
か
か
る
と
重
症
化
す
る
た

め
、
集
団
生
活
に
入
る
前
の
接
種
を

お
勧
め
し
ま
す
。

【
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
】

　
最
近
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
頻
繁
に
登

場
す
る
麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
、「
今

ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
１
回
接
種
で
は
流

行
阻
止
効
果
が
不
十
分
」
と
の
理
由

か
ら
、
子
ど
も
へ
の
２
回
接
種
が
徐
々

に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
２
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
は
、
今

後
５
年
間
で
２
回
目
の
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
無
料
で
接
種
で

き
ま
す
。
順
次
、
該
当
す
る
お
子
さ

ん
宛
に
市
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
は
無
用
で
す
。
ち
な
み

に
平
成
２
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
は
、
料
金
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。
も
っ
と
も
、
実
際
に
麻
し
ん

に
か
か
っ
た
方
は
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

公
費
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組
ま

れ
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
各
家
庭
に

通
知
さ
れ
、
基
本
的
に
集
団
で
接
種

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
市
民
病
院
小
児
科
で
は
ア
レ
ル
ギ

ー
な
ど
の
た
め
個
別
接
種
が
望
ま
し

い
お
子
さ
ん
や
、
自
費
接
種
全
般
に

つ
い
て
も
随
時
予
約
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
お
子
さ
ん
の
予
防

接
種
に
関
す
る
ど
ん
な
質
問
に
も
お

答
え
し
ま
す
。
（
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
が
海
外
の
ワ
ク
チ
ン
事
情
に
は
詳

し
く
あ
り
ま
せ
ん
）
ま
ず
は
お
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

か げ や ま さ と み

け
っ
か
く

は
し
ょ
う
ふ
う

ひ
ゃ
く
に
ち
ぜ
き

ま

ふ
う
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町
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別
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護
者
　
　
　

地
　
区

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
365
日
24
時
間
最
寄
り
の
医
療
機

関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。
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県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
小
児

の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

  

☎
＃
8
0
0
0
〔
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縮
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〕
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医
療
用
品
な
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関
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緊
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な
ど
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せ
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安
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電

話

6月届出分
6月1日～30日の間に届出のあった赤ちゃんです。

届出人の承諾を得て掲載させていただいています。

※印は前々日までにご予約ください

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

育 児 相 談

能 登 瀬 い き い き 広 場

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

身 体 障 害 者 福 祉 相 談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

新城保健センター

新城保健センター

東部高齢者生がいセンター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

作手開発センター

はつらつセンター

じ ょ う ほ う 課

しんしろ福祉会館相談室

勤労青少年ホーム

市民体育館第１・2会議室

市民体育館第１会議室

都 市 計 画 課

鳳 来 総 合 支 所

毎週月～金曜日　（要予約）

8/4（月）　午前9時　（要予約）

8/4（月）　午前10時　（要予約）

8/19（火）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

8/27（水）　午前10時（健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

8/14（木）午前10時～午後3時※11日（月）正午までに要予約

8/22（金）午前10時～午後3時※19日（火）正午までに要予約

8/13（水）、27（水）　午後1時～4時　（要予約）

8/7（木）、21（木）　午後1時～4時

8/6（水）、20（水）　午後1時～4時

8/11（月）　午後1時～4時

8/27（水）　午後4時～8時　（要予約）

8/12（火）、26（火）午前10時30分～午後2時30分

8/8（金）　午後1時～4時

8/19（火）　午後1時～4時　（要予約）

8/12（火）　午後1時～4時

8/26（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

8/2（土）、16（土）　午前9時～正午　（要予約）

8/9（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

新城保健センター

新城保健センター

鳳来保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

じ ょ う ほ う 課

フリ ー ダ イ ヤ ル

社 会 福 祉 協 議 会

商 工 課

市 民 課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所経済建設課

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

23-8551

23-8551

32-2811

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-7623

0120-874-412

23-5618

23-7634

23-7628

23-7625

23-7640

32-1977

相 談 名 な ど � 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　と こ ろ �　　申し込み・問い合わせ

※

8月の各種相談

市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

122

127

5

1

1

0

157

140

－17

158

141

－17

564

585

21

19年

20年

増減

分

累計
6月末
現在
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しんしろ市民活動サポートセンター
運営委員会

設　　立　2005年10月

メンバー　16人

代　　表　森田章裕

連 絡 先　電話 22－4666

http:/ shinshirosimin.hamazo.tv/

　
広
報
し
ん
し
ろ
「
ほ
の
か
」
で
は
、
こ
の
『
し
み
ん
の
ト
ビ
ラ
』

へ
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
紹
介
や
募
集
、
地
区
の
出
来
事
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の

耳
寄
り
な
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■本
じ
ょ
う
ほ
う
課
　
☎
23
‐
7
6
2
3

●問

お問い合わせは、当センター受付へ

新城市字町並304-4
JR新城駅南200m　無料Pあり
TEL24-0001　 FAX22-1112

開館時間は午前9時～午後8時
休館日は月曜日（国民の休日のとき
は、その翌日）

E-mail：kanri@machinami.info 
http://www.machinami.info

　”
　

ん
ぱ
ち
か
い

“
昭
和
48
年
生
ま
れ
の
同
級

　
　
生
が
集
ま
り
、
楽
し
い
こ
と
は
み
ん
な
で

し
な
く
ち
ゃ
も
っ
た
い
な
い
！
と
何
気
な
い
会

話
の
中
か
ら
会
は
結
成
さ
ま
し
た
。

　
最
近
の
子
ど
も
の
環
境
を
見
て
い
る
と
、
遊

び
や
行
事
な
ど
大
切
な
も
の
が
徐
々
に
失
わ
れ
、

「
自
分
た
ち
の
経
験
し
た
こ
と
を
今
の
子
ど
も

た
ち
が
経
験
で
き
な
い
っ
て
思
っ
た
ら
、
い
て

も
た
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
ん
で
す
！
」

と
訴
え
る
。
そ
の
溢
れ
る
想
い
が
会
の
結
束
力

と
行
動
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
活
動
は
自
分
た
ち
か
ら
子
ど
も
へ
、

そ
し
て
家
族
、
地
域
へ
と
少
し
ず
つ
広
が
り
月

に
１
回
程
の
ペ
ー
ス
で
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
内
容
は
自
分
た
ち
の
で
き
る
身
近
な
こ
と
を

中
心
に
行
な
い
、
節
分
に
は
家
族
で
老
人
ホ
ー

ム
を
訪
問
。
メ
ン
バ
ー
が
鬼
の
格
好
を
し
て
、

行
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
お
年
寄
り
や
子
ど
も

に
大
人
気
。
軽
い
気
持
ち
で
企
画
し
た
も
の
の
、

み
ん
な
の
笑
顔
・
温
か
さ
・
感
動
。
単
な
る
自

分
た
ち
の
楽
し
み
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
存
在
し
、
心
に
受
け

る
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

　
今
後
は
、
自
分
た
ち
の
出
来
る
こ
と
を
発
揮

し
て
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
遊
び
の
企
画
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
的
な
こ
と
も
し
て
い
き
た
い
と
意
気
込

み
も
十
分
。

　
メ
ン
バ
ー
は
市
内
在
住
者
だ
け
で
は
な
く
仕

事
で
他
県
に
行
っ
た
幼
な
馴
染
み
も
在
籍
。
活

動
に
は
飛
ん
で
帰
っ
て
く
る
と
の
こ
と
。
「
60

（
歳
）
に
な
っ
て
も
こ
の
”つ

な
ぎ

“
を
着
て
い

た
い
で
す
ね
。
そ
れ
が
48
会
な
ん
で
す
！（
笑
）」

30
年
間
変
わ
ら
な
い
純
粋
な
少
年
の
素
顔
と
、

新
城
の
楽
し
い
想
い
出
が
ま
ち
づ
く
り
へ
と
導

い
て
く
れ
て
い
る
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材
・
マ
サ
ミ
）

「新
城ま
ちなみ情

報センター」からの定期便
「新
城ま
ちなみ情

報センター」からの定期便

　　　　　 情報センターをのぞいてね
▲3階デジタル会議室

�120インチの大画面でＷiiが楽しめます。

　午前500円、午後700円でご利用いただけます。

   ご家族やお友だち同士でたっぷりとお楽しみください。

�ビデオ、ＤＶＤを鑑賞しながら勉強会、茶話会もできます。

▲2階パソコン研修室

�数々のパソコン講座が開催されています。あなたに合った 

　メニューをお選びください。

▲１階無料インターネットコーナーと情報サロン

�「トイレ｣…清潔で、車いす対応、ベビーベッド付、女性も

　安心のトイレをご利用下さい。

�「待合せ」…井戸端会議に、電車の時間待ち、女性、お子

　さんのお迎え場所に。防犯カメラ設置、受付員常駐で安心

　です。

�「ビジネスサポート」…コピー(有料)、作業机、椅子、事務

　用品などをお貸しします。打合せ資料の手直しなどに。

よ

い ど ばた

よ ん ぱ ち

な

　

じ

もり た あきひろ



31 広報しんしろ 2008.8

   不登校・いじめ・自殺・リストカッ
ト・発達障害・家庭内暴力・摂取障害・
性同一障害・薬物依存・非行・虐待・対
人恐怖症・社会的ひきこもり・ニート・
フリーターなど、青少年、若者の環境は
とても複雑な現況です。ネットワークを
生かしながら一つずつ対応していきたい
と思います。まずは、身近な方からのご
相談をお待ちしています。

TEL  36-0211　e-mail　ta-minal@smile.ocn.ne.jpTEL  32-2212　e-mail　ariina@smile.ocn.ne.jp

TEL  35-1191　e-mail　nouen@smile.ocn.ne.jp

山びこの丘ほか3施設の指定管理者からの定期便

山 び こ の 丘

鳳来ゆ～ゆ～ありいな サイクリングターミナル

9 月 7 日（日）温泉・プール・トレーニング室を無料開放。
中学生以上の入浴の際のみ入湯税150円がかかります。
プールでは、子どもゲーム大会を行います。皆さまのお
越しをお待ちしています。

1歳
（平成19年4月3日生）栞佳ちゃん

父　夏目　佳和さん

母　　　　友紀さん（新城・日吉）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
7
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

（青少年自立支援）

｢ 麦わら帽子かぶってお手伝い☆

　お父さんの作ったキュウリ大好き！｣

4歳
（平成15年11月21日生）

父　岡本　透さん

母　　　　千穂さん（新城・町並）

｢りんちゃん早く一緒に遊ぼうね!｣

日 　 　 程　９月17日～12月15日
　　　　　 全12回　9 , 6 0 0 円
募 集 人 員　若干名
　 　 　 　　午後４時30分から
　 水 曜 日　１年生～３年生
　 木 曜 日　クロール25メートル泳げる３～６年生
お申し込みは8月1日（金）午前９時からゆ～ゆ～ありいなに
て受付開始。定員になり次第締め切り＊アクアビクスも募
集しています。詳しくはありいなまでご連絡ください。

　相 談 受 付

若者情報室（青少年期の問題全般：無料）

ところ：新城まちなみ情報センター1Ｆ
　　　　（JR飯田線　新城駅　徒歩3分）

と　き：火曜日～土曜日（日・月休）

　　　　午前10時～午後4時

　　　　専用電話：23-8780

　茶 話 会

（親として、当事者として、経験者のいる安心場所）

日　時：毎週土曜日　午後1時30分～4時
※場所を変更する時がありますので、若者情報室まで
　お問い合わせください。

　若者の居場所と宿泊
サドベリー〈他者との交流、高認試験（大検）、職業体
験、体力づくりなど〉

悠くん

1歳
（平成19年5月11日生）凛ちゃん

山びこの丘では、様々な

体験教室を毎日開催して

います。子どもたちに裂

き布ぞうりやお手玉など

昔ながらの遊びや手芸、

工芸を教えてくださるボランティアさんを募

集しています。講師だけでなく、体験をお手

伝いしてくださる方でも結構です。お気軽に

お電話ください。

休日を使って目一杯遊べる季節

です。サイクリング、川遊び、

川のほとりでバーベキュー。疲れたら一風呂浴

びてリフレッシュ。宿泊もご利用ください｡施設メンテナンス休業 9月8日（月）～12日（金）まで

8/1日
�

よ
り

NPO法人
地元で青少年に関わってきた個人・団体の連合組織です

（平成19年4月設立）

詳しくはホームページでhttp://www.14.ocn.ne.jp/ ĩmakara/

第2期

�
コ
メ
ン
ト
（
お
子
さ
ん
が
話
し
て
い
る
も
の
を
50
字
程
度
で
）

�
写
真
（
携
帯
電
話
で
撮
影
し
た
も
の
、
家
族
の
写
っ
た
も
の
は
不
可
）

�
お
子
さ
ん
の
氏
名
（
か
な
）
・
性
別
・
年
齢
・
生
年
月
日

�
ご
両
親
の
名
前
（
か
な
）

�
応
募
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

　
お
送
り
く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
在
住
の
１
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
。

郵
送
の
場
合

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
集
ま
れ
！
ち
び
っ
子
広
場
」
係

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

　in
fo

@
c
ity.s

h
in

s
h
iro

.lg
.jp

　
「
集
ま
れ
！
ち
び
っ
子
　
広
場
」
係

問
い
合
わ
せ

　
じ
ょ
う
ほ
う
課  

�
23
‐
7
6
2
3

ところ：豊橋市青少年センター内
　　　　　豊橋市牟呂町東里28

※豊橋市との協働事業により平成20年4月～平成21年3月

　宿泊棟の一部を借ります。

問い合わせ：相談…中田（携帯090-9894-8823）

〈メール〉npo-imakara.nakata@softbank.ne.jp

よしかず

し お　 か

とおる

ち　ほ

ゆ　き

ゆ う

り ん
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時
折
、
ふ
と
恩
師
を
想
い
出
し
、

学
校
を
訪
ね
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
こ
ん
な
話
に
出
会
っ
た
。

　
東
郷
中
学
校
の
運
動
場
の
南
側
に

１
本
の
大
き
な
木
が
そ
び
え
立
っ
て

い
る
。
名
前
を
「
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
」

と
い
う
。
ス
ギ
科
の
針
葉
樹
で
、
中

国
四
川
省
で
そ
の
原
種
が
発
見
さ
れ

「
生
き
た
化
石
」
と
呼
ば
れ
る
樹
木

で
あ
る
。

　
樹
齢
お
よ
そ
60
年
、
高
さ
25
メ
ー

ト
ル
、
目
通
り
４
メ
ー
ト
ル
、
円
錐

形
の
見
事
な
巨
木
で
あ
る
。
し
か
し
、

だ
か
ら
と
言
っ
て
学
術
的
に
特
筆
す

べ
き
珍
し
い
木
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
だ
が
、
こ
の
１
本
の
木
が
い
ま
、

大
き
な
問
い
を
投
げ
か
け
て
く
れ
て

い
る
。

　
東
郷
中
学
校
の
運
動
場
は
せ
ま
く
、

野
球
の
公
式
試
合
が
で
き
な
い
な
ど
、

長
年
、
生
徒
た
ち
は
不
便
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
運
動
場
を
拡

張
す
る
に
は
、
そ
の
予
定
地
の
地
下

を
流
れ
る
豊
川
用
水
路
の
耐
圧
力
が

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
水
路
の
老
朽
化

に
伴
う
補
強
工
事
が
始
ま
っ
た
。
そ

の
た
め
、
積
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
運

動
場
拡
張
が
物
理
的
に
実
現
可
能
と

な
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
、
新
た
な

問
題
が
湧
き
起
こ
る
。
そ
れ
が
冒
頭

の
「
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
」
の
木
で
あ
る
。

こ
の
木
が
、
運
動
場
と
拡
張
予
定
地

の
ち
ょ
う
ど
中
程
に
そ
び
え
立
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
「
切
り
倒
す
」
「
移
植
す
る
」
「
残

す
」
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
そ
う
だ
。

残
せ
ば
じ
ゃ
ま
に
な
っ
て
、
何
の
た

め
に
拡
張
し
た
の
か
分
か
ら
な
い
。

移
植
す
る
に
は
数
百
万
の
費
用
が
新

た
に
か
か
り
、
し
か
も
枯
れ
な
い
保

証
は
な
い
。
難
し
い
選
択
を
迫
ら
れ

る
中
、
現
学
校
長
は
ひ
と
つ
の
決
断

を
下
し
た
。
「
そ
の
ま
ま
残
そ
う
」

と
。

　
「
在
校
生
は
も
と
よ
り
、
多
く
の

卒
業
生
に
と
っ
て
こ
の
木
は
、
『
東

中
の
シ
ン
ボ
ル
』
な
ん
で
す
。
い
ま

様
々
な
場
所
で
活
躍
す
る
卒
業
生
た

ち
が
、
ふ
と
少
年
時
代
を
振
り
返
り

懐
か
し
む
と
き
、
き
っ
と
こ
の
木
の

あ
る
風
景
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
木
を
切
っ
て
し
ま
う

こ
と
は
、
そ
の
人
た
ち
の
歴
史
や
想

い
出
を
断
ち
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
の

よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
で
す
」

　
学
校
と
は
何
か
、
「
メ
タ
セ
コ
イ

ヤ
」
の
木
は
そ
う
問
い
か
け
て
い
る
。

そ
こ
は
、
単
に
あ
る
期
間
を
過
ご
す

た
め
だ
け
の
場
所
で
は
な
く
、
時
を

経
て
ふ
る
さ
と
の
想
い
出
と
出
会
う

場
所
で
も
あ
る
。
一
本
の
木
、
一
つ

の
石
碑
か
ら
人
は
、
苦
味
や
甘
酸
っ

ぱ
さ
も
残
る
少
年
時
代
を
よ
み
が
え

ら
せ
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
ま
た
明
日

へ
の
勇
気
を
も
ら
う
。

　
「
運
動
場
の
真
ん
中
に
、
で
っ
か

い
木
が
立
っ
て
い
る
学
校
が
あ
っ
て

も
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
学
校
長

は
そ
う
笑
う
。
き
っ
と
、
そ
ん
な
学

校
は
ど
こ
に
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
な

い
か
ら
こ
そ
、
こ
の
木
は
、
こ
れ
か

ら
も
生
徒
た
ち
の
記
憶
に
深
く
刻
ま

れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
幾
多
の
想

い
出
と
と
も
に
。

市
民
編
集
委
員

　
　
田
村

太
一

わ

た

む
ら
　

も
と

か
ず




